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第４７７回（定例）福崎町議会会議録  

平成３０年３月２日（金） 

午前９時３０分  開  会 

 

  １．平成３０年３月２日、第４７７回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。  

 

  １．出席議員     １４名  

      １番  松 岡 秀 人       ８番   山 口   純  

      ２番  柴 田 幹 夫       ９番   牛 尾 雅  一  

      ３番  三 輪 一 朝      １０番   冨 田 昭  市  

      ４番  北 山 孝 彦      １１番   小 林   博  

      ５番  前 川 裕 量      １２番   石 野 光  市  

      ６番  河 嶋 重一郎      １３番   城 谷 英  之  

      ７番  木 村 いづみ      １４番   高 井 國  年  

 

  １．欠席議員（な  し）  

 

  １．事務局より出席した職員  

    事 務 局 長  木ノ本 雅 佳  主       査  塩  見 浩  幸 

 

  １．説明のため出席した職員  

    町 長  橋 本 省 三  副 町 長  尾 﨑  吉 晴  

    教 育 長  髙 寄 十 郎  技 監  村 上    修  

    公 営 企 業 参 事  近 藤 博 之  会 計 管 理 者  木 村  千 晴  

    総 務 課 長  山 下 健 介  企 画 財 政 課 長  吉 田  利 彦  

    税 務 課 長  尾 﨑 俊 也  地 域 振 興 課 長  松 田  清 彦  

    住 民 生 活 課 長  谷 岡 周 和  健 康 福 祉 課 長  三 木  雅 人  

    農 林 振 興 課 長  松 岡 伸 泰  ま ち づ く り 課 長  福 永    聡  

    社 会 教 育 課 長  大 塚 久 典  学 校 教 育 課 長  岩 木  秀 人  

 

  １．議事日程  

    第 １ 会議録署名議員の指名  

    第 ２ 会期の決定  

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第 １号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ５ 報告第 ２号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ６ 報告第 ３号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ７ 議案第 １号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度福崎町  

               一般会計補正予算（第５号））  

    第 ８ 議案第 ２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について  

    第 ９ 議案第 ３号 福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に  

               ついて  

    第１０ 議案第 ４号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に  
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               ついて  

    第１１ 議案第 ５号 福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について  

    第１２ 議案第 ６号 第７期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定に  

               ついて  

    第１３ 議案第 ７号 福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直しについて  

    第１４ 議案第 ８号 平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について  

    第１５ 議案第 ９号 平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第  

               ３号）について  

    第１６ 議案第１０号  平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算  

               （第３号）について  

    第１７ 議案第１１号 平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第４ 

               号）について  

    第１８ 議案第１２号 平成２９年度福崎町水道事業会計補正予算（第３号）につい 

               て  

    第１９ 議案第１３号 平成２９年度福崎町下水道事業会計補正予算（第３号）につ  

               いて  

    第２０ 議案第１４号 平成３０年度福崎町一般会計予算について  

    第２１ 議案第１５号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について  

    第２２ 議案第１６号 平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算につい  

               て  

    第２３ 議案第１７号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計予算について  

    第２４ 議案第１８号 平成３０年度福崎町水道事業会計予算について  

    第２５ 議案第１９号 平成３０年度福崎町工業用水道事業会計予算について  

    第２６ 議案第２０号 平成３０年度福崎町下水道事業会計予算について  

    第２７ 議案第２１号 福崎町道路線の廃止及び認定について  

    第２８ 議案第２２号 教育長の任命について  

 

  １．本日の会議に付した事件  

    第 １ 会議録署名議員の指名  

    第 ２ 会期の決定  

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第 １号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ５ 報告第 ２号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ６ 報告第 ３号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を  

               定め和解すること）  

    第 ７ 議案第 １号 専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度福崎町  

               一般会計補正予算（第５号））  

    第 ８ 議案第 ２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について  

    第 ９ 議案第 ３号 福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に  

               ついて  

    第１０ 議案第 ４号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に  

               ついて  

    第１１ 議案第 ５号 福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について  

    第１２ 議案第 ６号 第７期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定に  
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               ついて  

    第１３ 議案第 ７号 福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直しについて  

    第１４ 議案第 ８号 平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について  

    第１５ 議案第 ９号 平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第  

               ３号）について  

    第１６ 議案第１０号  平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算  

               （第３号）について  

    第１７ 議案第１１号  平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第４  

               号）について  

    第１８ 議案第１２号  平成２９年度福崎町水道事業会計補正予算（第３号）につい  

               て  

    第１９ 議案第１３号  平成２９年度福崎町下水道事業会計補正予算（第３号）につ  

               いて  

    第２０ 議案第１４号  平成３０年度福崎町一般会計予算について  

    第２１ 議案第１５号  平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について  

    第２２ 議案第１６号  平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算につい  

               て  

    第２３ 議案第１７号  平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計予算について  

    第２４ 議案第１８号  平成３０年度福崎町水道事業会計予算について  

    第２５ 議案第１９号  平成３０年度福崎町工業用水道事業会計予算について  

    第２６ 議案第２０号  平成３０年度福崎町下水道事業会計予算について  

    第２７ 議案第２１号  福崎町道路線の廃止及び認定について  

    第２８ 議案第２２号  教育長の任命について  

 

  １．開会  

 

議    長  皆さん、おはようございます。  

       第４７７回福崎町議会定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。  

       朝夕はまだまだ寒い日が続いておりますが、日ごとに日足も伸び、春の兆しが

感じられる好季節となってまいりました。  

       議員の皆様におかれましては、早朝からご参集いただき、まことにありがとう

ございます。  

       さて、本定例会に提案されます案件は、報告第１号から議案第２２号までの２

５件であります。平成３０年度予算など、いずれも重要な案件でありますので、

慎重に審議をいただき、また、議事の円滑なる運営につきましても格別のご協

力をお願いいたしまして、本定例会の開会の挨拶といたします。  

       ただいまの出席議員数は１４名でございます。  

       定足数に達しております。  

       よって、第４７７回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。  

       また、総務課及び事務局から写真撮影の申し出が出ておりますので、撮影を許

可いたします。  

       ただいまから、第４７７回福崎町議会定例会を開会いたします。  

       これより本日の日程に入ります。  

       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。  

 

日程第１ 会議録署名議員の指名  
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議    長  日程第１は会議録署名議員の指名であります。  

       会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名をいた

します。  

       ７番、木村いづみ議員  

       ８番、山口  純議員  

       以上、両議員にお願いいたします。  

 

日程第２ 会期の決定  

 

議    長  日程第２は、会期の決定であります。  

       会期の決定の件を議題といたします。  

       去る２月２３日、議会運営委員会を開いて検討をお願いいたしましたところ、

既に皆さんのお手元に配付しております日程表案のとおり、本日から３月２６日

までの２５日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

議    長  異議なしと認めます。  

       よって、会期は本日から３月２６日までの２５日間といたします。  

 

日程第３ 諸報告  

 

議    長  日程第３は、諸報告であります。  

       １２月２２日の第４７６回定例会閉会後、本日までの議会活動について、事務

局より報告させます。  

事 務 局 議会活動報告をいたします。  

       報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。  

       １月７日、田原小学校において、福崎町消防団出初式が開催され、議長ほか各

議員が出席し、議長が祝辞を述べてまいりました。  

       同じく、１月７日、姫路市シロトピア記念公園において、姫路市消防出初式が

開催され、副議長が出席いたしました。  

       １月８日、エルデホールにおいて、平成２９年度成人式が行われ、議長ほか各

議員が出席し、議長がお祝いの言葉を述べてまいりました。  

       １月２１日、姫路市花の北市民広場において、「銀の馬車道・鉱石の道」日本

遺産認定記念シンポジウムが開催され、議長ほか各議員が出席いたしました。  

       ２月２５日、エルデホールにおいて、もち麦の可能性を考えるフォーラムが開

催され、議長が出席いたしました。  

       ３月１日、文化センターにおいて、老人大学閉講式が開催され、議長が出席し、

祝辞を述べてまいりました。  

       その他の議会活動報告は、お手元に配付の報告書のとおりです。  

       以上です。  

議    長  以上で、議会活動報告を終わります。  

       また、例月出納検査の報告書が議長宛に提出されており、その写しを配付して

おります。  

       次は、議案の上程及び議案説明であります。  

       これより、報告第１号、議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償

の額を定め和解すること）から、議案第２２号、教育長の任命についてまでの２
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５件を議題といたします。これから、上程議案に対する町長の提案内容の説明を

求めてまいります。  

町    長  皆さん、おはようございます。  

       第４７７回福崎町議会定例会を招集しましたところ、全員のご出席を賜りまこ

とにありがとうございます。  

       本年に入り、厳しい寒さの日が続きました。北陸地方を中心に積雪の記録が各

所で塗りかえられ、交通機関の乱れや家屋の被害も多数発生いたしました。また、

人命も失われました。２月の中旬に入りますと、ようやく寒さも和らぎ、日差し

の中に暖かさを感じられるようになりました。庭の木々の芽も膨らみ、梅の花も

咲き、春めいてまいりました。これからも三寒四温を繰り返す中で、桜の季節を

迎えるわけですが、体調管理には十分気をつけていただきたいと思っています。  

       平成２９年度は全国各地において非常に災害が多い年となりました。福崎町で

も８月のゲリラ豪雨や９月の台風１８号により、床下浸水、農林や土木の施設の

被害が多く発生いたしました。私は安全・安心のまちづくりを公約に各種の施策

を講じていますが、その重要性を再認識した１年でもありました。  

       ２月に成立した平成２９年度の国補正予算においては、防災・減災対策や総合

的なＴＰＰ等関連施策に重点的な配分がありました。当町関係分では、防災・減

災対策として町道大貫山田線の冠水対策に６，０００万円、県事業では、砂防事

業３カ所を事業完了させるために９，０００万円、ため池改修事業の推進に３，

９２０万円、ＴＰＰ等の関連施策として、ほ場整備事業の推進に２，４００万円

という多額の配当を受けることができました。  

       昨年１１月に地元選出の国会議員を初め国土交通省、農林水産省に対して要望

を行い、町の現状を訴え、関係各省に知っていただいた結果だと喜んでいるとこ

ろであります。これにより、自然災害によるリスク低減や農地のさらなる利便性

の向上及び競争力の強化が図られることを期待しているところであります。  

       また、２月６日から７日にかけて国会議員、関係省庁に平成３０年度、予算編

成に係る要望を行いましたが、今後とも県と調整を図りながら国、補助事業の予

算確保に努めてまいります。  

       さて、我が国を取り巻く社会や経済情勢に目を向けますと、「景気は緩やかに

回復している。」としていますが、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の

影響に留意する必要があり、依然として不透明な状況にあります。  

       一方、国内に目を向けますと、消費者物価は横ばいではありますが、個人消

費・輸出が持ち直しの動きを見せ、設備投資・生産は緩やかに増加、雇用情勢は

着実に改善、景気は緩やかに回復しているようであります。  

       このような中、政府は、デフレからの脱却を確実なものとし、経済再生と財政

健全化の双方を同時に実現するため、経済財政運営と改革の基本方針、まち・ひ

と・しごと創生基本方針及びニッポン一億総活躍プラン等を着実に実行するとと

もに人づくり革命と生産性革命を車の両輪として少子高齢化という最大の壁に立

ち向かうため、１２月に閣議決定を行いました、新しい経済パッケージを着実に

実行するとしています。  

       国の平成３０年度予算フレームでは、歳入面では、税収を５９兆１，０００億

円と見込み、一般会計予算総額では９７兆７，１２８億円となり、プライマリー

バランスは対前年度と比べ若干の改善となりますが、国と地方を合わせた３０年

度末の債務残高が、１，１０７兆円と見込まれ、依然として厳しい財政状況が続

いています。  

       また、兵庫県では、行政改革の最終年度に当たり、行財政構造改革の総仕上げ
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として収支不足の解消を目指し、いわゆるプライマリーバランスの改善に取り組

んでいます。新規事業では、県政１５０周年記念事業のソフト事業や、ひょうご

地域創生交付金が創設されました。  

       このような中、本町では、国、県の施策の動向を注視しつつ、第５次総合計画

の実現と、福崎町総合戦略の取り組みを進めるとともに、行政改革の不断の取り

組みと実行等により、人口減少・少子高齢社会であっても、創意と工夫で輝くま

ちを築いていくための予算編成を行いました。  

       一般会計の予算総額は９０億１，４００万円で、対前年度比３億１，４００万

円、率として、３．６％増となりました。  

       特別会計の国民健康保険事業では、制度の改善と国民皆保険体制の安定化を図

るため、兵庫県が財政運営の責任主体として事業運営に中心的な役割を担うとい

う大きな制度改正が行われます。町においては、資格管理や保険給付、保険税の

賦課・徴収、保健事業など、地域におけるきめ細やかな事業を引き続き行います。

保険税の算定につきましては、新制度に対応するよう資産割を廃止して３方式

（所得割・均等割・平等割）へ移行するとともに、税負担の急激な増加を抑制す

るため、基金等の活用により適正な税率設定を行います。  

       後期高齢者医療事業では、兵庫県後期高齢者医療広域連合において２年に１度

の保険料改定が行われ、平成３０年度・３１年度の保険料が決定しました。  

       高齢者に係る医療保険制度については、段階的な見直しが実施されており、被

保険者の負担にも大きくかかわることから、正確な情報提供、わかりやすい広報

に努めてまいります。  

       介護保険事業では、第７期事業計画に基づき、平成３０年度から平成３２年度

の３年間の介護保険料改定にあわせ、所得段階の基準所得金額の改正及び低所得

者の介護保険料軽減強化を行います。また、地域包括ケアシステム構築に向けた

取り組みなど各種事業を推進します。利用者負担では、現役世代並みの所得のあ

る方に対し、その見直しが行われることとなります。  

       福崎町の上下水道の各種事業の迅速な対応と、町重要施策の執行体制を確立す

るため、上下水道事業管理者を配置します。水道事業では、安全で安心な水の安

定供給を図るため工業団地配水池を更新します。下水道事業では、長目地区コミ

ュニティプラント施設を公共下水道へ統合し、効率的な施設運営を図ります。ま

た、市街地の浸水被害の解消を図るため、川すそ雨水幹線の整備を推進してまい

ります。  

       歳出における第５次総合計画の政策の柱ごとの主な事業は、第１の柱、地域づ

くり（参画と協働）では、自治会における自律（立）のまちづくり交付金事業を

継続し実施いたします。地方と国の連携、事務の簡素化・効率化を図るため、所

得税の確定申告書等について、ｅ－Ｔａｘに直接送信できる電子申告システムを

導入いたします。また、総合計画につきましては、平成３１年度からの後期に向

けて、基本構想の見直しや新たな基本計画の策定等に取り組みます。策定に当た

っては、審議会、まちづくり委員会等で、活力にあふれ、風格のある、住みよい

まちづくりの具体策を検討いたします。  

       第２の柱、教育・文化（ひとづくり）では、公立幼児園４園及び私立こども園

２園の幼保連携型認定こども園により、就学前保育・教育の充実に取り組みます。

子育て支援では、平成３１年度の子ども子育て支援事業計画の策定に向け、アン

ケートを実施いたします。また、子育て世代包括支援センターにおいては妊娠期

から子育て期にわたる切れ目のないサービス提供の充実を図ります。  

       老朽化の進んでいる学校施設、小中学校でありますけれども、計画的な長寿命
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化を図るため、前年度に実施した調査をもとに長寿命化計画を策定いたします。  

       高岡小学校では、プールの漏水に対応するため改修工事に取り組み、各小中学

校での空調設備設置に向け実施設計を行います。また、交流事業として、町内小

学生が遠野市を訪問し、民俗学の父、柳田國男を軸とした児童交流を行います。

第３９回山桃忌は、「柳田國男と遠野物語」をテーマに、講演会やシンポジウム、

また、遠野の民俗芸能を披露し「柳田國男生誕の地福崎町」を広く発信いたしま

す。 

       学校給食共同調理センターでは調理及び配送業務を民間委託し、官民の利点を

生かした安全で安心な学校給食に努めます。  

       第３の柱、生活・環境（安全）では、防災マップについて、土砂災害特別警戒

区域、いわゆるレッド区域でありますけれども、これら等、また市川浸水想定区

域の見直しを反映し更新を行います。  

       農村地域防災減災事業の県営事業として、桜上池は本工事を実施し、板坂・三

谷池につきましては詳細設計を行います。また、大門・大年谷池、板坂・奥池の

耐震診断、整備計画書作成と受益面積０．５ヘクタール以上のため池の一斉点検

を実施いたします。  

       ごみ処理事業では、新たに、水銀汚染防止法による責務として水銀使用廃製品

収集を行います。また、小型家電リサイクル法による取り組みとして小型家電の

回収を行います。  

       第４の柱、健康・医療・福祉（安心）でありますけれども、巡回バスのまちな

か便のダイヤ変更をはじめ、郊外便の運行日数をふやすとともに、市町間連携バ

スの運行など、サービス・利便性の強化を図ります。  

       母子保健事業では、新たに３歳児検診に視覚検査機器を導入し、視力測定を行

い、眼の疾患の早期発見に努めます。成人保健事業では、データヘルス計画に沿

った取り組みとして、糖尿病重症化予防事業等を実施します。また、女性のがん

検診受診率向上啓発事業としてピンクライトアップ事業を継続して実施いたしま

す。予防接種事業では、昨年１０月から実施しています、子どもインフルエンザ

予防接種費用助成事業を継続し、学級閉鎖の防止や重症化予防などに努めてまい

ります。  

       第５の柱、産業振興（活力）では、福崎秋まつりと、ひょうご森のまつり２０

１８を１１月４日に同時開催いたします。  

       高岡・福田地区の県営ほ場整備事業は、工事に着手し、山崎地区におきまして

は、ほ場整備事業の実施検討に向けた調査業務を実施いたします。  

       商工・観光では、地方創生推進交付金事業として第５回妖怪造形コンテストを

実施し、駅前では妖怪モニュメントを設置いたします。  

       また、ひょうご地域創生交付金事業として、観光用ベンチの設置や駅周辺では

○○まるしぇを実施し、地域のにぎわいづくりに努めるほか、七種山遊歩道等の

整備を行います。  

       第６の柱、まちの基盤、利便・快適性でありますけれども、福崎駅周辺整備事

業は社会資本総合整備計画の最終年度を迎えます。福崎駅田原線の用地交渉と並

行して土地収用手続を進めるとともに、県道甘地福崎線や交通広場等の整備を進

めてまいります。辻川界隈におきましても、観光交流センターや道路整備等の進

捗を図ります。橋梁整備事業では、長寿命化修繕計画に基づき西治長野線の無名

橋かけかえのほか４橋の補修工事及び定期点検等を実施いたします。また、福崎

町公営住宅等長寿命化計画に基づき、駅前団地の建てかえを行います。  

       平成３０年度に取り組む各課ごとの事業でありますけれども、総務課におきま
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しては、地域に出向き、直接住民から意見をいただく行政懇談会を引き続き実施

し、新年度で、全ての集落で実施することとなります。ここでいただいた意見を

町政施策へ反映することにより、きめ細かい行政を目指してまいります。  

       職員におきましては、時代の変化やニーズに対応した政策形成能力を高めるた

め、各種研修機関での研修や県との人事交流の充実に努めてまいります。  

       女性のもつ豊かな感性や生活体験を通した視点による率直な意見、提言をいた

だくため、女性委員会の活動を引き続き進めてまいります。  

       企画財政課におきましては、予算編成に当たっては、第５次総合計画及び人口

維持と地方創生を目指した総合戦略の実現に向け、積極的な予算編成を行いまし

た。 

       健全な財政運営については、大型事業を進める一方で、中長期的な見通しを念

頭に置きながら、第５次総合計画、また行政改革実施計画に沿って改革に取り組

んでまいります。安定的な財政運営に努め、限られた財源を、賢く使う取り組み

を行うため、統一的な基準による地方公会計の整備を進めてまいります。  

       税務課につきましては、各税目ごとの課税客体の的確な把握に努めてまいりま

す。個人住民税、国民健康保険税では、未申告者の減少に努めてまいります。法

人住民税、償却資産に係る固定資産税では税務調査により、適正な課税を行いま

す。また、新年度は兵庫県全体での取り組みとして、全ての給与支払い者を個人

住民税の特別徴収義務者として指定し、収納率の向上を図ってまいります。滞納

管理システムを活用し、業務の効率化を図るとともに、税の公平性の確保に向け、

財産調査・納税相談等を継続して行い、滞納者の生活実態の把握に努めながら、

適正な滞納整理を行います。債務承認・分納誓約などにより時効の中断を図りな

がら、差し押さえ・換価などの滞納処分を行うことにより収納率の向上に努めて

まいります。また、滞納整理対策委員会においても、関係課と連携を図りながら、

引き続き滞納整理に取り組んでまいります。  

       地域振興課につきましては、商工振興では、福崎町商工業振興基本条例の理念

にはかり、福崎町商工会と連携を密にして、町内の中小規模事業者にも配慮した

商工業振興に取り組みます。特に、なっ得商品券は、前年度と同様に発行額を７，

７００万円とし、地域内資金循環の拡大を図ってまいります。また、買い物弱者

対策を推進していくため移動販売車の運行を目指した実態調査支援を行います。  

       消費生活では、町民の皆さんが安心して暮らせるよう、消費生活相談の充実を

図るとともに積極的に出前講座にも出向き、消費者被害の防止に取り組みます。  

       本年度、自律（立）のまちづくり交付金事業は、３３の全ての自治会で取り組

まれました。新年度におきましても、全ての自治会で取り組んでいただけますよ

う啓発するとともに、さらなる地域づくりの充実に努めてまいります。  

       駅周辺や新町、辻川地区の文化と観光をベースとしたエリアのまちづくりを推

進するため、歴史的建築物等の積極的活用に取り組む自治体や金融機関等の民間

企業で構成する地域資産活用協議会に参画し、地域で協力して文化・観光まちづ

くりに対する取り組みを進めてまいります。  

       また、一般社団法人ノオトや神戸新聞社とともに３月１日、昨日でありますけ

れども、これら等につきまして、拠点施設「タケムラ」を開業いたしました。さ

らなるまちの活性化に取り組んでまいります。  

       住民生活課につきましては、個人番号カードでは、子育てワンストップサービ

スのＰＲや写真撮影の無料サービスを行い、普及啓発を行います。  

       児童生徒の通学の安全確保のため、通学路に防犯灯やグリーンベルトの設置に

取り組みます。  
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       町営住宅の家賃滞納者につきましては、引き続き滞納整理対策委員会で協議し

ながら滞納家賃の減少に努めてまいります。  

       防災対策につきましては、近年の自然災害を踏まえ、防災力強化と減災を図る

ため、防災資機材の充実と自主防災組織の育成強化に努めてまいります。また、

平日・昼間の初期消火活動及び消防団員の支援活動をしていただくための、機能

別消防団員を配置します。  

       健康福祉課につきましては、子育て世代包括支援センターの相談機能を充実さ

せるため、妊婦・新生児・乳幼児訪問・産前産後サポート事業の各教室等との連

携を図りながら、妊娠期から子育て期における母親への切れ目のない支援を継続

してまいります。あわせて子育て世代支援者連絡会を開催し、子育て関係者と要

支援者についての情報を共有することにより、適切な支援を行います。  

       食育推進事業では、保健センターで全ての町民を対象に、健康食堂を開催いた

します。生活習慣病予防に着目した食事をとることを習慣にしてもらうことや、

地元でとれた食材を使い、安全な食の提供と特産品の普及に努めます。減塩・低

カロリーなどのメニューで月１回昼食を提供し、食生活指導と共食の場をつくり

ます。  

       介護保険の総合事業におきましては、要支援者と事業対象者となる方に対し、

生活支援サービスやリハビリなどの支援に重点を置きつつも、本人の思い・家族

の思い・住環境等に配慮した支援を行うとともに、必要とする方に適切な支援が

提供できる体制づくりに努めます。  

       農林振興課につきましては、農業委員会では、許認可業務のほか、農地利用最

適化推進業務を通じ、耕作放棄地対策や担い手への農地の利用集積を進めてまい

ります。  

       各集落において、５年後、１０年後の地域の農業がどうあるべきか、地域の皆

様で考え取り組んでいただく、人・農地プランの策定をさらに推進いたします。

また、多面的機能支払交付金事業の農地維持支払いに取り組む活動組織において

は、新年度中に地域資源保全管理構想を策定する必要があり、未策定の集落に対

し取り組みを推進いたします。  

       福崎町特産のもち麦については、もち麦産地振興協議会による「もち麦の可能

性を考えるフォーラム」や県立大学、神戸医療福祉大学との連携を通して、もち

麦の機能性食品表示の認証に向け取り組むとともに、もち麦を使ったレシピ開発

にも、ご協力いただき、もち麦を生かしたブランド戦略を進めてまいります。  

       有害鳥獣対策は、防護柵設置の推進とともに、地元集落や農業者協力のもと猟

友会による捕獲体制の強化を図ります。  

       国土調査では、山林の地籍調査を引き続き推進します。 

       まちづくり課につきましては、都市計画の見直しでは、都市計画道路、福崎駅

田原線の道路方線形の見直しを進めてまいります。また、西部と東部の工業団地

拡大についての調査・検討を行います。特別指定区域制度の見直しにつきまして

は、新規居住者区域、特定区域の指定のための手続を継続して実施してまいりま

す。 

       空き家対策につきましては、空き家等情報バンクへの登録をＰＲし、空き家の

利活用を図ります。また、「空家等の適正な管理に関する条例」に基づき、空き

家対策のための協議会を設置し、特定空き家に対し指導・助言を行ってまいりま

す。 

       上下水道課につきましては、水道事業では、健全な経営を将来にわたって持続

させるための水道事業ビジョン及び経営戦略の策定に取り組んでまいります。ま
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た、福崎駅周辺整備事業や道路橋のかけかえにあわせて配水管の新設・布設がえ

を行います。  

       公共下水道では、ストックマネジメント計画を策定し、効率的・効果的な施設

の管理運営に取り組んでまいります。雨水対策では、川端雨水幹線市川放流口の

改修を図るとともに直谷第２雨水幹線の事業化に向けて下水道事業計画の変更協

議に取り組んでまいります。  

       福崎企業団地の汚水管や水道配水管の布設跡、駅東雨水幹線の函渠布設跡につ

いては舗装本復旧工事を進めてまいります。  

       下水道事業会計では、新年度から資本費平準化債を借り入れ、一般会計からの

繰入を抑制しつつ安定した経営を持続できるよう努めてまいります。 

       学校教育課につきましては、小中学校に学校教育指導員、不登校指導員、学習

支援員、介助員、スクールカウンセラーを引き続き配置するとともに、前年度か

ら配置しています、福祉の視点でサポートするスクールソーシャルワーカーを１

名ふやし、両中学校区で教育課題の解決に取り組んでまいります。  

       幼小、小中学校の連携により、小１プロブレム、中１ギャップへの対応の取り

組みをさらに進めるとともに、中学校英語教師による小学生への英語授業に取り

組んでまいります。児童生徒の国際理解教育と小学校の英語教育を推進するため

配置している２名のＡＬＴにより、前年度から本町の就学前教育の特色づくりと

して始めた公立幼児園の英語活動の充実を図るとともに、新学習指導要領の平成

３２年度改訂に向けて、新年度から小学校３・４年生の英語教育の先行実施を行

います。  

       前年度に全台更新した小中学校児童生徒用パソコン及び教職員用パソコン、一

部に導入したタブレット端末、教職員の業務改善のため新たに導入した校務支援

ソフトの活用により、教育環境の充実を図ります。  

       給食共同調理センターは、食育推進計画に基づき、児童生徒の基本的な食生

活・習慣・体づくりと、学校給食における地産食材の利用増進等により食育を推

進してまいります。  

       社会教育課におきましては、兵庫県指定文化財大庄屋三木家住宅は、昨年４月

より主屋部分の公開をしています。引き続き、特別展・講演会・またさまざまな

四季の展示等を行い、三木家の魅力を発信してまいります。現在、ひな祭り等々

を飾っているところであります。  

       柳田國男・松岡家記念館では、松岡静雄生誕１４０年を記念し、記念展等の事

業を実施いたします。歴史民俗資料館では、吉識雅夫生誕１１０年を記念した企

画展、明治１５０年を記念した特別展を開催いたします。  

       埋蔵文化財事業では、引き続き高岡・福田地区ほ場整備事業の本調査を実施い

たします。  

       図書館では、住民の情報文化の核として情報の収集・発信に努めるとともに、

子どもたちに読書習慣が身につくよう各種事業に取り組んでいきます。図書購入

費も維持し、蔵書の充実を図ってまいります。  

       文化センターでは、各種講演会やセミナーを幅広い分野で実施し、生涯学習の

拠点として充実を図ってまいります。エルデホールでは、３年計画で進めていま

す音響設備の更新を完了させます。引き続き空調設備・自家発電設備の改修設計

に取りかかり、施設の長寿命化を図ってまいります。  

       野外活動センターでは、老朽化の激しい管理棟テラスの改修工事を行い、安全

な施設管理に努めてまいります。  

       続きまして、今議会提出議案の概要について、ご説明申し上げます。  
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       報告第１号から第３号の議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償

の額を定め和解すること）につきましては、３件とも公用車運転中の職員が起こ

した事故でありまして、このたび、損害賠償の額を定め和解するため専決処分を

行ったものでありまして、ここに報告するものです。  

       議案第１号、専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度福崎町一般

会計補正予算（第５号）については、報告した交通事故について、速やかに賠償

金を支払う必要があることから、一般会計補正予算（第５号）を専決処分しまし

たので、議会の承認を求めるものであります。 

       議案第２号、市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認については、現組

合議員のうち、田原選挙区に欠員が生じたため、新しく当選挙区から推薦された

牛尾善秀氏を組合議員に就任することについて議会の同意を求めるものでありま

す。 

       議案第３号、福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例につい

ては、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法の改正により、

施設等に入所したことにより住所が移った国保加入者が７５歳到達においても前

住所地の後期高齢者医療保険の被保険者とする改正であります。  

       議案第４号、福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい

ては、非常勤消防団等に係る損害補償の基準を定める政令の改正により、損害補

償の扶養親族加算額が改定されたため、福崎町消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正するものであります。  

       議案第５号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例につきましては、介護

保険法施行令等の改正により、介護保険料並びに過料を科す規定の一部が改正さ

れたため、福崎町介護保険条例を改正するものです。  

       議案第６号、第７期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定につい

ては、高齢者の保健、福祉事業の供給体制の確保の観点から、第７期、平成３０

年度から平成３２年度まででありますけれども、福崎町高齢者福祉計画及び介護

保険事業計画を策定するため、議会の議決を求めるものであります。 

       議案第７号、福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直しについては、平成２

７年度から５年間を計画期間として策定した福崎町子ども・子育て支援事業計画

を、社会環境の変化に伴い、中間年次の見直しを行うことから議会の議決を求め

るものであります。  

       議案第８号、平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第６号）につきましては、

既定の総額から歳入歳出それぞれ４億６，６００万円を減額し、８４億５，７４

０万円とするものであります。  

       歳出の主なものは、社会資本整備総合交付金の精査による調整や、町道大貫山

田線、冠水対策事業６，０００万円の増などであります。  

       議案第９号、平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）については、既定の総額から歳入歳出それぞれ９，５２１万６，０００円を

減額し、２２億４，７８０万円とするものであります。  

       議案第１０号、平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

３号）については、既定の総額に歳入歳出それぞれ５７５万４，０００円を追加

し、２億５，１３０万円とするものであります。 

       議案第１１号、平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

につきましては、既定の総額から歳入歳出それぞれ９，１８１万５，０００円を

減額し１６億４，５１０万円とするものであります。  

       議案第１２号、平成２９年度福崎町水道事業会計補正予算（第３号）について
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は、収益的収入及び支出は、収入計を４億４，１０１万円、支出計を４億１，２

４０万円とするものであります。資本的収入及び支出は、収入計１，１３０万円

は変わらず、支出計を１億６，８７０万円とするものです。  

       議案第１３号、平成２９年度福崎町下水道事業会計補正予算（第３号）につい

ては、収益的収入及び支出は、収入計を１０億７，８４０万円、支出計を１０億

５，９９０万円とするものであります。資本的収入及び支出は、収入計を２億７

６５万円、支出計を７億１，００６万円とするものであります。  

       議案第１４号、平成３０年度福崎町一般会計予算については、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ９０億１，４００万円としています。  

       主な事業につきましては、予算に関する概要書に主要事業として、拡充、新設、

行革などを明示しながら一覧表としていますのでご参照ください。  

       議案第１５号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算については、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億７，８３０万円としています。  

       議案第１６号、平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億５，３６０万円としています。  

       議案第１７号、平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計予算については、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１６億４，３５０万円としています。  

       議案第１８号、平成３０年度福崎町水道事業会計予算については、給水戸数７，

９００戸、年間給水量２４８万２，０００立米とし、収益的収入及び支出は、収

入４億５，７３０万円で支出は４億２，５１０万円であります。資本的収入及び

支出は、収入１億２，０９０万円で支出は４億７，６００万円であります。  

       議案第１９号、平成３０年度福崎町工業用水道事業会計予算につきましては、

給水事業所数３０事業所、年間給水量５８万８，６００立米とし、収益的収入及

び支出は、収入４，９４０万円で支出は４，８２０万円であります。資本的収入

及び支出は、収入はなく、支出は５６０万円でございます。  

       議案第２０号、平成３０年度福崎町下水道事業会計予算については、業務予定

量は、接続件数５，４００件、年間総処理水量２３３万立米とし、収益的収入及

び支出は、収入１０億８，９８０万円で支出は１０億７，１００万円であります。

資本的収入及び支出は、収入４億９，０７０万円で支出は８億８，１７０万円で

あります。  

       議案第２１号、福崎町道路線の廃止及び認定については、道路法の規定に基づ

き、１級辻川田尻線外６線を廃止し、１級辻川界隈線外８線を新たに認定するこ

とについて、議会の議決を求めるものであります。  

       議案第２２号、教育長の任命につきましては、現教育長、髙寄十郎氏の任期が

平成３０年３月３１日付で満了するため、さらに同氏を任命することについて議

会の同意を求めるものであります。  

       以上、報告が３件、専決の承認１件、人事案件２件、条例改正３件、予算案件

で補正予算が６件、当初予算が７件、その他の案件として３件の全２５件となっ

ています。  

       詳細説明は、副町長、公営企業参事のほか、担当課長が行いますのでよろしく

お願い申し上げまして、所信表明とさせていただきます。  

議    長  ただいま、町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。  

       暫時休憩をとります。再開につきまして１０時４０分とさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。  

◇ 

休憩 午前１０時２５分 
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再開 午前１０時４０分 

◇ 

議    長  それでは、再開したいと思います。  

       これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で説明を求める場合がございますので、あらかじめご了承ください。  

 

日程第４ 報告第１号  議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解  

           すること）  

日程第５ 報告第２号  議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解 

           すること）  

日程第６ 報告第３号  議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解  

           すること）  

 

議    長  日程第４、報告第１号、議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償

の額を定め和解すること）から日程第６、報告第３号、議会の委任による専決処

分の報告について（損害賠償の額を定め和解すること）までを一括議題といたし

ます。各議案に対する詳細なる説明を求めます。  

総 務 課 長 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解するこ

と）について、報告第１号から第３号について、ご説明申し上げます。  

       この３件は、職員が公用車運転中に起こした事故でございます。このたび損害

賠償の額を定め和解するため、専決処分を行ったので、地方自治体第１８０条第

２項の規定により、報告するものでございます。  

       報告第１号は物損事故で、事故発生日は平成２９年１１月３日午前１１時５０

分ごろでございます。事故の発生場所は、秋まつり会場の福崎町文化センター駐

車場、相手は○○○○○○、○○○○さんでございます。損害賠償額８万２，２

４６円で和解が成立し、平成２９年１１月２２日に専決処分をさせていただきま

した。  

       報告第１号資料をごらんいただけたらと思います。事故の概要は、農林振興課

職員が文化センター駐車場にて駐車していた町公用車をバックして移動させる際、

相手方の乗用車が１の方向へ通り過ぎたのをルームミラーで確認し、後退しまし

たが、相手方の車はＢの駐車スペースに入れるためバックしたため、町公用車の

左後方が接触したものでございます。  

       続きまして、報告第２号でございます。報告第２号も物損事故で、事故の発生

日は、平成２９年１０月２６日午前１０時４０分ごろとなっております。事故発

生場所は、南田原姫学こども園駐車場、相手は社会福祉法人福崎福祉会○○○、

○○○○さんでございます。損害賠償額は、園庭フェンスの修理に要する費用５

万４，０００円で和解が成立し、平成３０年１月３０日に専決処分をさせていた

だきました。  

       報告第２号資料をごらんください。事故の概要は、福崎町給食共同調理センタ

ー、アルバイト配送員が、同園に給食を配送するため、園庭北側の駐車場にて配

送車を後退させる際に、配送車右側後方が園庭のフェンスに接触したものでござ

います。  

       続きまして、報告第３号でございます。報告第３号は、平成２７年１１月１６

日に農林振興課職員が起こした事故で、物損分については和解が成立し、平成２

８年３月定例会で報告をさせていただいております。今回は、人身分として和解

が成立したので報告するものでございます。  
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       事故の発生日は、平成２７年１１月１６日午後１時１０分ごろで、事故発生場

所は、福崎町福崎新２７０番地先、相手方は、当時、○○○○○○○○学生の○

○○○○さんでございます。  

       報告第３号資料２ページをごらんください。事故の概要は、職員が運転する車

両が町道１７３号線から右折しようと、国道３１２号へ進入した際に、国道を西

進してきたオートバイの進行を妨げ、車両右側後部と接触し、オートバイは反対

車線にはみ出し、反対側から東進してきたトラックにも接触し、転倒したもので

ございます。このたび、○○○さんの症状が固定し、町委託の共済サービスと相

手方弁護士との協議の結果、交通事故の人身損害賠償額として、治療費、後遺障

害、その他一切の損害として、３，１７７万９，９５８円を積算し、そこから相

手方の過失割合１０％を相殺して、○○○さんの人身損害賠償金が確定をいたし

ました。損害賠償額は２，８６０万１，９６２円でございます。金額は高額であ

りますが、議会の権限に属する事項中、町長が専決処分することができる事項の

指定、ただし書きに該当するため、平成３０年２月２０日に専決処分をさせてい

ただきました。関係者の皆様に多大な心配やご迷惑をおかけしたことを、改めて

おわび申し上げます。  

       以上、報告第１号、第２号、第３号の説明とさせていただきます。よろしくお

願いをいたします。  

 

日程第７ 議案第１号  専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度福崎町一般会計  

           補正予算（第５号））  

 

議    長  日程第７、議案第１号、専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度

福崎町一般会計補正予算（第５号））を議題といたします。本案に対する詳細な

る説明を求めます。  

企画財政課長  議案第１号について、ご説明申し上げます。  

       今回の専決につきましては、町長が提案説明並びに報告第３号で専決処分にな

りました人身事故の損害賠償の額を定め和解することに対し、損害賠償金の支払

いが必要なことから、やむを得ず専決をさせていただいたものであります。  

       専決内容につきましては、次ページの専決処分書によるもので、２月２０日付

で平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第５号）を定めるものであります。  

       補正内容につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，

３２０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を８９億２，３４０万円とす

るものであります。  

       第１表、歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書により、ご説明申し

上げます。事項別明細書の３ページ、４ページをお開き願います。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上、専決処分に至った経緯をご理解いただきますとともに、ご承認いただき

ますようお願い申し上げます。  

 

日程第８ 議案第２号  市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について  

 

議    長  日程第８、議案第２号、市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認につい

てを議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。  

副 町 長 議案第２号、市川町外三ケ市町共有財産事務組合議員の承認について、ご説

明いたします。  
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       市川町外三ケ市町共有財産事務組合は、関係市町の共有する土地の維持管理に

関する事務を共同処理するため、昭和２年２月に設置され、市川町のほか福崎町、

姫路市、加西市で構成しています。組合議員の定数は５０人です。１月９日付で

本組合管理者から、田原選挙区１２名中１名に欠員が生じたため、後任の組合議

員の選出をするよう依頼がありました。田原地区に推薦を依頼した結果、住所、

福崎町南田原１１５５番地３、氏名、牛尾善秀、生年月日、昭和１９年１２月８

日が推薦されたので、議会の同意を求めるものです。議案第２号資料には、この

組合の概要について添付をしておりますので、ご参照ください。牛尾氏は見識と

備えた適任者でありますので、ご同意くださいますよう、お願い申し上げます。  

 

日程第９ 議案第３号  福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第９、議案第３号、福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する

条例について議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。  

税 務 課 長 議案第３号、福崎町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、ご説明いたします。  

       今回の条例は、平成２７年５月に成立した、持続可能な医療保険制度を構築す

るための国民健康保険法の改正法の一部施行によるもので、平成３０年４月１日

から施行するものです。  

       議案第３号資料、１ページをごらんください。まず、住所地特例の制度につい

て、ご説明いたします。  

       国民健康保険などの制度において、福崎町内の自宅から別の市町村の有料老人

ホームなどに入居した場合、移転先の住所に住民票を移しても、転出前の福崎町

の国民健康保険の被保険者資格のまま残るというものです。施設等を多く抱える

自治体へ、施設入所のための住所移転がふえると、当該自治体を管轄する保険者

の財政を圧迫することになります。それを防ぎ、負担が過大にならないようにす

るための措置です。  

       下段の表の現行制度の部分をごらんください。福崎町の国民健康保険の被保険

者が、例えば、岡山県岡山市に県外転出し、施設入居した場合には、福崎町の国

民健康保険の被保険者のまま残り、いわゆる住所地特例がきくのですが、この方

が７５歳年齢到達で後期高齢者医療保険に移るとき、現行の制度では、兵庫県の

広域連合ではなく、転出先の岡山県の広域連合の被保険者となります。この制度

上の矛盾を解消し、改正後部分にお示しするように、７５歳の年齢到達により、

後期高齢者医療保険に移っても、住所地特例が継続し、兵庫県の広域連合の被保

険者となるような法律の改正を受け、今回、条例改正をするものです。  

       条例の改正部分は、資料２ページの新旧対照表のとおりですので、ご参照くだ

さい。  

       以上で、議案第３号の提案説明とさせていただきます。ご審議賜りご賛同いた

だきますよう、よろしくお願いいたします。  

 

日程第１０ 議案第４号  福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について  

 

議    長  日程第１０、議案第４号、福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例について議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。  

住民生活課長  議案第４号、福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい

て、ご説明申し上げます。  
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       議案第４号資料の１ページをごらんください。今回の改正は、一般職、一般職

の職員の給与に関する法律が平成２８年に改正され、平成２９年４月、平成３０

年４月と段階的に扶養手当の支給額が変更されたことに伴い、非常勤消防団員等

に係る損害補償の基準を定める政令の一部が昨年に引き続き改正されたため、当

該政令に基づき制定している本町条例について改正をするものでございます。  

       改正の概要につきましては、損害補償の補償基礎額の算定において、扶養親族

がある場合、その加算額及び加算対象区分について変更するものでございます。

例えば、下段の表、左から２列目、第１号配偶者の列ですと、平成２９年度では、

加算額は３３３円でしたが、平成３０年度以降は２１７円となります。同じよう

に、第２号の子ですと、一律３３３円に、また、孫、父母等は一律２１７円と、

表のとおり変更になるものでございます。この条例は、平成３０年４月１日から

施行し、経過措置として、施行日前に支給すべき事由が生じた損害補償について

は、なお、従前の例によるものといたします。  

       資料２ページ、３ページに新旧対照表をお示ししておりますので、ご参照くだ

さい。  

       以上、よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願いをいたします。  

 

日程第１１ 議案第５号  福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について  

日程第１２ 議案第６号  第７期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定について  

 

議    長  日程第１１、議案第５号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について、

及び、日程第１２、議案第６号、第７期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業

計画の策定についての両議案を議題といたします。両議案に対する詳細なる説明

を求めます。  

健康福祉課長  議案第５号、福崎町介護保険条例の一部を改正する条例について、ご説明申し

上げます。  

       今回の改正は、第７期介護保険事業期間の平成３０年度から平成３２年度まで

の６５歳以上の第１号被保険者の保険料に関する改正と、過料を科す規定の改正

を行うものでございます。  

       議案第５号資料１ページから６ページに関係資料をお示ししておりますので、

ご参照ください。  

       まず、資料２ページをごらんください。左の欄は、第７期保険料に係る保険給

付費の推計でございます。保険給付費は、厚生労働省の指示で、第６期の実績と

伸び率を用いた見える化システムを使用し、３年間の要介護認定者数の増加や、

制度改正等を勘案し算定いたしました。平成３０年度は対前年度比１０２．７％、

平成３１年度は１０３．６％、平成３２年度も１０３．６％を見込み、３年間の

給付費総額は４６億２，２２０万円、地域支援事業費は２億６，０００万円を見

込みました。右の欄は保険料の算定です。①の給付費と②の地域支援事業費の合

計に、③の負担率２３％を乗じ、調整交付金の５％との差額を加え、保険料軽減

のため、財政調整基金を３，０００万円繰り入れ、被保険者数と収納率で割り、

資料３ページをごらんいただきますと、⑫の月額保険料基準額を５，７８０円と

いたしました。なお、このたび提案しています保険料は、介護報酬改定や消費税

引き上げ、介護職員の処遇改善に伴う財政影響額も加味して算定を行っておりま

す。 

       次に、資料４ページをお願いいたします。右欄の改正後の表が平成３０年度か

らの第７期の所得段階別の保険料です。第５段階が基準額で、月額５，７８０円、
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年額６万９，３００円となり、第６期と比較し、１０．３％増、年間では６，５

００円の増となります。今回の保険料段階における改正点は、第７段階の合計所

得金額が１９０万円未満から、２００万円未満に、第８段階については、２９０

万円未満から３００万円未満に改正されます。第７段階の対象者は７２４人、第

８段階は３４４人の見込みです。  

       それでは、条例の改正について、ご説明いたします。資料５ページをお願いい

たします。第２条第１項、２項、５項の改正は、年度を平成３０年度から３２年

度までとする改正です。次に、保険料の年額を先ほどの資料４ページのとおり、

第２条第１項第１号は第１段階３万４，６００円から第１０号は第１０段階で１

１万７，９００円まで、それぞれ改正します。第３項と第４項の改正は、年度と

資料４の所得段階の所得額の改正で、第３項は第７段階を２００万円未満に、第

４項は第８段階を３００万円未満にそれぞれ変更する改正です。６ページ、第６

項の改正につきましては、第１段階の軽減年度の改正と、年額３万１，２００円

とする改正でございます。第１６条の改正は、介護保険法の改正により、第２号

被保険者の配偶者やその世帯員に対して、第１号被保険者と同様に、文書の提出

や提示等に従わない場合に、過料を科すことができるようにするため、被保険者

に改正します。  

      附則として、この条例は平成３０年４月１日から施行します。また、経過措置と

して、改正後第２条の規定は、平成３０年度以降の年度分から適用し、平成２９

年度以前の保険料については、なお従前の例によるものとします。  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第６号、第７期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

の策定について、ご説明申し上げます。  

       この計画は、老人福祉法に基づき、高齢者福祉事業に関する施策の方向性等に

関する事項を定める高齢者福祉計画と、介護保険法の基づき、円滑な事業の実施

に関する事項を定める介護保険事業計画を定めるものです。計画策定に当たり、

福崎町議会基本条例第２２条第５号の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。  

       介護保険事業が平成１２年に創設されて、１９年が経過をいたしました。第７

期の計画は、平成３０年度初年度とし、平成３２年度までの３年間を計画期間と

いたします。この計画は、第１章、計画の策定に当たって、から、第５章の介護

保険費用等の見込みと介護保険料までの構成としています。主なものを説明いた

します。  

       議案６ページをお願いいたします。第７期制度改正の主な内容です。（１）で

は、地域包括ケアシステムの進化、推進が掲げられており、自立支援や重度化防

止、地域共生社会の実現に向けた取り組みなどが規定されています。  

       （２）持続可能性の確保では、利用者負担の見直しなどが規定されています。  

       次に、１０ページ、（３）をお願いいたします。年齢別人口と高齢化率の将来

予測です。平成２９年から、団塊の世代が７５歳以上の後期高齢者となる平成３

７年までの推計です。人口は１万９，４６２人から、平成３７年には１万９，１

２７人となり、３３５人、１．７％減少しますが、６５歳以上の高齢者は、５，

３４９人から５，６０４人となり、２５５人、４．８％の増となります。平成３

７年の高齢化率は２９．３％で、１．８ポイント上昇する見込みです。１５ペー

ジから２０ページにつきましては、第６期３年間の高齢者に関する事業の状況で、

各種介護予防事業等を実施しております。  

       次に、２１ページから２９ページまでにつきましては、６５歳以上の一般高齢
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者及び要支援認定者等を対象に実施したアンケート調査から見る現状をお示しし

ております。  

       次に、５３ページをお願いいたします。（２）では、高齢者が増加していく中

で、認知症などに対する相談支援体制の充実のため、その中核的な役割を担う地

域包括支援センターの機能強化が規定されました。今後は、介護保険運営協議会

等で、各種業務の自己評価をもとに議論等を行うとともに、身近で気軽に相談で

きる環境づくりや適切な助言、支援が行えるよう努めます。  

       ６１ページをお願いいたします。（２）施設サービスでは、③の介護療養型医

療施設、当町では平野病院が該当をいたしますが、平成３５年度末に廃止される

予定であり、制度改正により、平成３０年４月から創設される④介護医療院への

転換等を進めます。  

       次に、６５ページをごらんください。（２）介護給付の適正化では、制度の健

全で適正な運営の確保を図るため、兵庫県と連携し、事業者等に指導監査を行い

ます。②介護給付の適正化の推進は、主要５事業等の適切な実施に取り組み、給

付内容の審査に努めます。  

       次に、７７ページをお願いいたします。生活支援、介護予防サービスの体制整

備では、高齢化の進展に伴い、支援を要する高齢者が増加しています。この課題

に対応すべく、平成２８年１月に生活支援協議体を設置し、今ある資源の活用や

サービス創出に向けて議論をしています。また、地域支え合い会議を開催し、地

域住民の困りごとをみんなで考えることで、地域でのサービス創出に取り組んで

います。  

       次に、８４ページでは、議案第５号でも説明をいたしましたが、第７期保険料

に関する主な改正点をお示ししております。  

       ８５ページから９４ページまでにつきましては、３０年度から３年間の各サー

ビスの利用者数、サービス給付費等の見込みをお示ししております。  

       次に、９７ページをお願いいたします。現時点での保険料につきましては、先

ほども申し上げましたが、表の⑫の欄で、月額基準額は５，７８０円と算出して

います。その下、参考の表、最下段でお示しをしておりますが、第６期と比較し

ますと、５４０円の増額、１０．３％の増となります。  

       次に、９８ページにつきましては、所得段階別保険料で、第６期と同様第１段

階から第１０段階といたします。  

       以上で、事業計画の説明を終わります。議案第５号、第６号につきましてご審

議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。  

 

日程第１３ 議案第７号  福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直しについて  

 

議    長  日程第１３、議案第７号、福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直しについ

てを議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。  

学校教育課長  議案第７号、福崎町子ども・子育て支援事業計画の見直しについて、説明申し

上げます。  

       福崎町子ども・子育て支援事業計画は、子ども・子育て支援新制度に基づく今

後の福崎町の子ども・子育て支援に関する総合的な計画として、福崎町子ども・

子育て会議での決定を経て、平成２７年３月に議会の議決をいただき、策定して

いるものです。  

       計画の期間は平成２７年度から３１年度までの５年間となっています。保護者

の就労形態の多様化、女性の社会進出、子ども・子育て支援新制度施行による環
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境の変化等により、必要に応じ中間見直しを図ることとされています。  

       今年度は計画の３年目に当たり、新制度施行後３年目でもあることから、全国

的に計画値と実績値とで乖離が見られ、国から中間見直しが必要な場合、今年度

中に行うよう通知があり、それを受けて見直しを行うものです。  

       議案は見直し後の案となります。議案第７号説明資料の見直し前後対照表で説

明させていただきます。資料の右下にページを打っております。１ページをお願

いいたします。１ページの左側が見直し後、右側が見直し前の対照表となってい

ます。見直した箇所には、左側の見直し後で下線を引いています。１ページは目

次で、左側中段少し上の下線部分、中間見直しの趣旨の１項目がふえ、以下、見

直しはページが１ページ後ろへずれています。  

       ３ページをお願いいたします。第４節、計画の中間見直し、第１項、中間見直

しの趣旨として、１ページ追加しています。下段の点線で囲ってある部分が内閣

府の指針になります。見直しの要否の基準としては、計画と実績で目安として、

概ね１０％以上の乖離がある場合には、計画全体を見直すこととされています。  

       ４ページをお願いいたします。左側中段少し上、保育のところに下線を引いて

おります。右側で新制度施行前は２号認定を教育という言葉が予定されていまし

たが、施行後はありませんので、保育のみとしています。２号認定は３歳から５

歳児の保育で、１号認定は３歳から５歳児の教育です。下段の表ですが、１号認

定の教育は、利用者負担額が安く設定されていることもあり、計画より実績人数

が増えたため、増加を見込んでいます。  

       ５ページです。上段の２号認定、保育ですが、１号認定が増えたため、同年齢

の２号認定は実績に基づき減少を見込んでいます。中段の３号認定、０歳児は、

実績に基づき増加を見込み、利用施設の希望が特定の園に偏ることに対しての対

応として、施設改修の検討を記述しています。下段の３号認定、１・２歳児は、

実績で現状維持とするものの、利用施設の希望が特定の園に偏ることに対しての

対応として、施設改修の検討を記述しています。  

       ６ページをお願いいたします。上段の３号認定は、全ページの合計です。中段

の延長保育は、保育認定を受けて園に通っている園児の時間外での保育になりま

すが、実績に基づき増加を見込みます。  

       ７ページをお願いいたします。上段の放課後児童健全育成事業、学童保育園で

すが、実績が大幅に増えており、増加を見込みます。中段の子育て短期支援事業

は、保護者の疾病等に伴う児童ショートステイで、２７年度、２８年度の実績は

ありませんが、２９年度は実績が出ておりますので、現状維持としています。  

       ８ページです。上段の子育て支援拠点事業、子育て支援施設３カ所での親子の

活動ですが、実績に合わせ、増加を見込みます。中段から下の一時預かり事業

（幼稚園型）は、１号認定が増えたこと、１号認定で時間外の利用人数が多いこ

となどから増加を見込んでいます。ここでは教育を想定しており、２号認定のこ

の制度はなくなっています。  

       ９ページをお願いいたします。一時預かり事業（一般型）は、園に通っていな

い児童を一時的に保育するもので、実績に基づき減少を見込んでいます。病児・

病後児保育については、平成３１年度の広域実施に向け、調整を図ります。  

       １０ページをお願いいたします。上段の利用者支援事業は、子育て世代包括支

援センター（母子保健型）を、計画より２年前倒しで設置しています。  

       １１ページをお願いいたします。療育支援訪問事業は、実績に基づき増加を見

込みます。  

       １２ページをお願いいたします。上段の下線部分では、子育て世代包括支援セ
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ンター（母子保健型）の設置について、また、中段の学童保育では、対象学年の

拡大、開所時間の拡大を実施している旨を記述しています。  

       １３ページをお願いいたします。中段の病児・病後児保育事業で、広域での事

業実施についての調整を図る旨を記述しています。  

       以上、よろしくご審議いただき、ご賛同賜りますよう、お願い申し上げます。  

 

日程第１４ 議案第８号  平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について  

 

議    長  日程第１４、議案第８号、平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第６号）に

ついてを議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。  

企画財政課長  議案第８号、平成２９年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について、ご説

明申し上げます。  

       補正内容としましては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４

億６，６００万円を減額し、補正後の予算総額を８４億５，７４０万円とするも

のであります。歳入歳出予算の内訳につきましては、第１表にお示しをしており

ます。また、補正後の予算の一部につきましては、翌年度に繰り越して使用する

ため、繰越明許費を設定しております。  

       まず、歳入歳出予算の補正の概要につきましては、第１表でご説明申し上げま

すので、議案の３ページをお開きください。  

       歳出補正の主なものは認定こども園費で、複数園での保育士の処遇改善等加算

の増加により、私立認定こども園施設給付費負担金が１，０９０万円の増額補正

を、また、道路新設改良費において、国の社会資本総合整備事業の補正予算の配

分を受け、町道大貫山田線の冠水対策として、水路整備事業等を行うことなどに

より、６，０００万円の増額補正を、減額補正の大きな要因は、土木費、福崎駅

周辺整備で、事業費総額１億１，１１０万円、その他の道路橋梁関係で、１億１，

１８０万円、下水道事業への繰り出しが１億９４万円の減額であります。  

       一方、１ページ、２ページの歳入では、先ほどの歳出の増減に伴いまして、そ

れぞれの財源を構成するとともに、町税は個人町民税の所得割で９７０万円、法

人町民税の税割り６６０万円、また、滞納繰越分の差し押さえ等の徴収強化によ

り、９７０万円の増を見込みましたが、たばこ税で８００万円の減を見込んだた

め、町税全体で１，９２０万円の増収見込み、地方譲与税及び地方消費税交付金

などを県の実績見込みに合わせ、２，５００万円の増収を見込んでおります。こ

の結果、補正後予算で財政調整基金から２億３，５５０万円を取り崩すこととし

ておりましたが、２億１，０００万円を減額し、２，５５０万円を取り崩すもの

としております。  

       それでは、事項別明細書によりまして、ご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上が、歳入歳出予算の補正内容でございます。  

       次は、議案にお戻りください。  

       第２条は繰越明許費でございますが、議案の５ページ、６ページをお願いいた

します。  

       林業費の歳出でご説明しました西大貫地区治山事業で７６０万円と、国の補正

予算により採択を受けた道路橋梁費の町道大貫山田線冠水対策事業に６，０００

万円、都市計画費の福崎駅周辺整備関連の補助事業で５億７，５４０万円、単独

事業で２，６２０万円、農林水産施設災害復旧費で３，３７０万円、公共土木施

設災害復旧費で２５０万円の計８事業で、合計７億５４０万円を翌年度へ繰り越
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しする予定であります。  

       次に、議案の第３条、地方債の補正につきましては、議案の７ページ、８ペー

ジに計上をしております。利率、償還の方法は、それぞれ記載しているとおりで

あります。  

       以上、議案第８号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛同

いただきますようお願い申し上げます。  

 

日程第１５ 議案第 ９号  平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３  

             号）について  

日程第１６ 議案第１０号  平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３  

             号）について  

日程第１７ 議案第１１号  平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）に  

             ついて  

 

議    長  日程第１５、議案第９号、平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）についてから、日程第１７、議案第１１号、平成２９年度福崎町

介護保険事業特別会計補正予算（第４号）についてまでを一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。  

健康福祉課長  議案第９号、平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９，５２１

万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を２２億４，７８０万円とするも

のです。議案第９号資料、１ページから５ページにお示しをしておりますのでご

参照ください。  

       まず、資料４ページをお願いいたします。保険給付費月別状況でございます。

歳出の大部分を占める療養給付費は３月から１２月は実績、１月、２月は推計し、

実績見込みにより補正するものです。一般と退職に分けておりますのは、それぞ

れの療養給付費に対して歳入の財源構成が異なるため分けております。左の欄の

全被保険者数は、４月４，４０４人、１月は４，１５７人と２４７人減少してお

ります。一般分は、１月４，０９０人で、４月から２１９人減少、退職者分は６

７人で、２８人減少しております。療養給付費の見込みは、一般分では決算見込

の補正後予算１１億５，６００万円で、１，０００万円の減額、高額療養費は、

一般分１億５，８００万円で、９００万円の減額を見込んでおります。  

       資料２ページをお願いいたします。歳出の勘定表でございます。２９年３月補

正額案の列をごらんください。保険給付費は先ほどの資料で合計２，５３０万円

の減額、後期高齢者支援金から保険事業費までの各項目は実績及び見込みにより

補正するもので、共同事業拠出金は、県内市町の互助事業であり、兵庫県全体の

医療費が当初見込みより下がったため、７，８０５万４，０００円を減額いたし

ます。保健事業は人間ドック等の実績によるものと、計画策定委託料入札減によ

り、６２８万５，０００円を減額するものです。  

       資料１ページをお願いいたします。歳入では、保険税につきましては、当初に

税率を上げる見込みで計上していたため、４，０９０万円の減となっております。

徴収率は、現年度医療分で９４．５％で、退職者分で９９％を見込んでおります。

国庫支出金から県支出金までは実績見込み及び確定した交付額により、それぞれ

補正いたします。共同事業交付金は、歳出でもありました相互互助事業で７，６

２５万８，０００円減額いたします。繰入金では、基金繰入金として、１，４０
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０万円を増額いたしました。  

       議案書に戻っていただき、事項別明細書でご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第１０号、平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第３号）について、ご説明申し上げます。  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７５万４，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億５，１３０万円とするものです。補

正の内容は保険料の実績見込みによる増額、保険基盤安定納付金の確定による増

額などを補正するものです。議案第１０号資料にお示ししておりますので、ご参

照ください。  

       第１表につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第１１号、平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計補正予

算（第４号）について、ご説明申し上げます  

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９，１８１万

５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１６億４，５１０万円とするもの

です。議案第１１号資料、１ページから４ページにお示ししておりますので、ご

参照ください。  

       資料３ページをお開き願います。６５歳以上の人口推移は２９年４月５，３３

５人、１２月では５，３５４人で、１９人の増となり、左上にありますように高

齢化率は２７．６％です。要介護認定者数は４月９０４人、１２月９１４人で、

１０人の増となり、右側、上の表ですが、介護度別では、要介護１が多く１６７

人、１８．３％を占めています。今回の歳出の補正では、介護給付費の減が大き

く、全体で９，１８１万５，０００円の減額をお願いするものです。  

       それでは、議案書の事項別明細書で主なものを説明いたします。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       議案第９号から第１１号までの３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。  

議    長  途中でございますけれども、暫時休憩をとりたいと思います。再開は午後１時

からよろしくお願いいたします。  

◇ 

休憩 午前１１時５５分  

再開 午後 １時００分  

◇ 

議    長  それでは、再開したいと思います。  

 

日程第１８ 議案第１２号  平成２９年度福崎町水道事業会計補正予算（第３号）について  

日程第１９ 議案第１３号  平成２９年度福崎町下水道事業会計補正予算（第３号）について  

 

議    長  続きまして、日程第１８、議案第１２号、平成２９年度福崎町水道事業会計補

正予算（第３号）について、及び日程第１９、議案第１３号、平成２９年度福崎

町下水道事業会計補正予算（第３号）についての両議案を議題といたします。両

議案に対する詳細なる説明を求めます。  
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公営企業参事  まず、議案第１２号、平成２９年度福崎町水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて、ご説明申し上げます。  

       議案の次のページをごらんください。  

       補正予算第２条は収益的収入及び支出の予定額であります。収入、水道事業収

益は２３９万円を減額し、４億４，１０１万円に、支出の水道事業費用は１，５

６８万４，０００円を減額し、４億１，２４０万円とするものであります。  

       補正予算の第３条は資本的収入及び支出の予定額です。予算第４条本文括弧書

き中、資本的収入額は資本的支出額に対し不足する額を１億５，７４０万円に改

め、その補填額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，０３３万

７，０００円及び過年度分損益勘定留保資金１億４，７０６万３，０００円に改

めるとともに、支出、資本的支出を２，０００万円減額して、１億６，８７０万

円とするものであります。  

       次の次のページ、水補１ページ、２ページには、本補正予算の実施計画を添付

しておりますが、詳細な説明につきましては、議案第１２号資料をごらんくださ

い。 

       資料１ページは収益的収入及び支出で、上段が収入であります。営業外収益の

消費税還付金は、建設改良の事業費が少なく、還付が発生しなかったため、皆減

いたします。下段の支出では、営業費用で原水及び浄水費は修繕費や動力費で８

００万円を減額、配水及び給水費は、修繕費及び材料費で８００万円を減額いた

します。営業外費用、消費税は、建設改良費を減額補正するため、控除すべき課

税仕入れに係る消費税が減少し、納税額が増加する見込みで３１万６，０００円

追加いたします。  

       資料２ページの資本的収入及び支出の支出では、建設改良費２，０００万円減

額いたします。要因としましては、駅周辺整備に伴う配水管敷設工事における落

札減や、一部区間を翌年度への施工に振りかえたことによるものでございます。  

       議案にお戻りいただきまして、その他の説明書資料としましては、水補４ペー

ジには予定キャッシュフロー計算書、水補５ページから７ページには予定貸借対

照表をお示ししておりますので、ご参照ください。  

       以上、議案第１２号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第１３号、平成２９年度福崎町下水道事業会計補正予算（第

３号）について、ご説明申し上げます。  

       議案の次のページをごらんください。補正予算第２条は、収益的収入及び支出

の予定額で、収入、下水道事業収益は１，８１０万円を減額し、１０億７，８４

０万円に、支出、下水道事業費用は８１７万３，０００円を減額し、１０億５，

９９０万円といたします。また、基金取崩収入及び基金積立金支出は、資本的収

入及び支出から、収益的収入及び支出に組みかえるため、支出の下段でその目的

及び金額を補記しております。組みかえの趣旨は、下水道事業会計の効率的な運

営を勘案したもので、基金取崩収入を減価償却費及び支払利息に充てるためのも

のでございます。  

       次の補正予算第３条は、資本的収入及び支出の予定額であります。予算第４条

本文括弧書き中、不足する額を５億２４１万円に改め、その補填額について、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７００万４，０００円、過年度分

損益勘定留保資金１億５，６３３万７，０００円及び当年度分損益勘定留保資金

３億３，９０６万９，０００円に改めるとともに、資本的収入は１億９，２９５

万円を減額し、２億７６５万円に、次のページ、資本的支出は８２２万６，００

０円を減額し、７億１，００６万円とするものであります。  
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       補正予算の第４条は、一般会計からの補助金の額でありますが、４，５１７万

円を７，１４６万３，０００円に改めるものでございます。  

       次のページ、下水補１ページ、２ページには実施計画書を添付しておりますが、

内容の説明につきましては、議案第１３号資料で説明を申し上げます。資料のほ

うをごらんください。  

       まず、収益的収入及び支出であります。支出から説明をいたしますので、資料

の２ページをごらんください。この資料は各目、節ごとの補正予定額とその右に

は、公共、農集、個別のセグメントごとに内訳をお示しをしております。  

       営業費用は管渠費及び処理場における光熱水費や委託料、修繕料等を実績見込

みにより増減、営業外費用は、利率見直し方式による利率の低下で支払利息を減

額、その他、雑支出は特定収入に係る消費税等を追加し、下水道事業費用全体で

８１７万３，０００円を減額いたします。  

       次に、１ページにお戻りください。  

       収入の下水道事業収益、営業収益は、下水道使用料また一般会計負担金を実績

見込みにより増減、営業外収益は一般会計からの繰り入れでありまして、繰り入

れ基準に基づく経費の見直しも含めて増減をしております。  

       特別利益は、繰越欠損金の補塡として補助を受けておりますが、平成２８年度

決算後４，７４９万円の欠損を２カ年で解消させることとして、１，０００万円

を減額し、下水道事業収益全体では１，８１０万円を減額いたします。  

       次に、資料４ページをお開きください。資本的収入及び支出であります。支出

では、建設改良費は事業の実績見込みにより８５２万６，０００円を減額、企業

債償還金は利率見直しによる利率の低下に伴い元金を増額しております。基金積

立金支出は、第２条で説明しましたとおり、皆減いたしまして、総額で８２２万

６，０００円を減額いたします。  

       次に、３ページにお戻りください。収入では、支出の建設改良事業の実績見込

みに伴いまして企業債や国庫補助金を減額、負担金は受益者負担金や工事負担金

等を実績見込みにより増額いたします。一般会計出資金については、収支不足の

補塡に平成２８年度決算後の留保資金を極力充てることとしまして、８，１０１

万４，０００円を減額いたします。また、基金取崩収入については、出資金に見

合う額に減額の上、収益的収入及び支出に振りかえるため皆減いたします。この

結果、一般会計からの繰入総額は５億６９６万円となりまして、１億９４万円の

減額としております。  

       最後に、議案にお戻りいただきまして、その他の説明資料としましては、下水

補３ページには予定キャッシュフロー計算書、４ページから６ページには予定貸

借対照表をお示しをしておりますので、ご参照ください。  

       以上、議案第１３号の説明とさせていただきます。  

       両議案ともよろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いを

申し上げます。  

 

日程第２０ 議案第１４号  平成３０年度福崎町一般会計予算について  

 

議    長  日程第２０、議案第１４号、平成３０年度福崎町一般会計予算についてを議題

といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。  

企画財政課長  議案第１４号、平成３０年度一般会計予算について、ご説明申し上げます。  

       今年度から、当初予算に係る議案に係る説明書としまして、議案資料のほか、

一番上に予算編成の概要等の２４ページまでの資料と、別冊の各会計の事項別明



－25－ 

細書、給与費明細書等、地方債に関する調書及び実施計画書等を取りまとめ、平

成３０年度予算に関する説明書として取りまとめております。また、議案の予算

及び詳細な説明資料は、議案ごとに別とじとしておりますので、それぞれ審議の

参考としてください。  

       それでは、一般会計の議案第１４号をお開きください。  

       第１条は、歳入歳出予算でありますが、総額を９０億１，４００万円とし、款

項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表で、１ページ、２ページの歳入、３ペ

ージ、４ページの歳出のとおりとしております。  

       まず、予算の概要説明をさせていただきますので、予算に関する説明書の一番

前に添付をしております予算の概要をごらんください。  

       １ページの中ほどからであります。一般会計の予算総額は９０億１，４００万

円で、前年度比３億１，４００万円、率にして３．６％の増としております。そ

の要因ですが、ＪＲ福崎駅周辺整備事業費は減少するものの、町営住宅駅前団地

整備事業、橋梁補修事業並びに各施設の補修等による増が主なものであります。  

       予算の概要では、歳入の見込みと総合計画の６本の柱ごとに総括的に主要事業

をお示ししておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。  

       歳入につきましては、概要の５ページをお開き願います。  

       一般会計歳入内訳でありますが、１款町税は、前年度比２８０万円増の３２億

４，１１０万円を計上しております。個人町民税所得割は、所得の伸びを若干見

込み２，０５０万円の増、法人町民税税割は、緩やかな景気の回復により１，２

００万円の増、固定資産税の家屋は、評価替え年度の経年減価により、２，４８

０万円の減を見込んでおります。議案１４号資料の４ページに、税の当初予算前

年度比較表をお付けしておりますので、ご参照ください。  

       １０款地方交付税における普通地方交付税につきましては、前年度よりトップ

ランナー方式を見込み、基準財政収入額が固定資産税の家屋、たばこ税の減収見

込みがあるものの個人町民税所得割、法人町民税税割及び地方消費税の増収見込

みにより、前年度算定額に比べ増加を見込み、基準財政需要額は下水道費の資本

費平準化債、地域経済基盤強化雇用対策等対策費の皆減等の影響により減少を見

込んだため、普通交付税と臨時財政対策債の合計で、対前年度算定額比約９，０

４５万円の減の１３億７，１００万円を見込みました。  

       １４款国庫支出金、２１款地方債は、ＪＲ福崎駅周辺整備事業費は減少するも

のの、町営住宅駅前団地整備事業等により、国庫支出金は約６，２００万円増の

１１億８，９６０万円を、地方債は約２億１，２２０万円増の１３億４，１７０

万円を見込んでおります。  

       ５ページの最下段では、１款から１１款と臨時財政対策債を合わせた一般財源

総額を記載しております。７，３２０万円減の５２億８，０１０万円を見込んで

おりますが、歳入歳出の見積もりの結果、一般財源が不足する額１億９，４００

万円につきましては、財政調整基金から繰り入れて予算編成を行っており、平成

２７年度から引き続き、４年連続で多額の財政調整基金を取り崩す厳しい予算と

なっております。  

       歳出予算の概要につきましては、町長の所信表明のとおりでございます。  

       概要の１３ページからは、第５次総合計画の施策ごとに主要事業を取りまとめ

ております。本日の説明につきましては、事項別明細書に沿って、これらの主な

事業について説明をさせていただきます。なお、事業名称、概要の前に新規事業、

拡充事業の表示のほか、福崎町総合戦略に位置づけた事業は「総」で、行政改革

の事項につきましては「行」でお示しをしておりますので、ご参照ください。  
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       各目の説明に入ります前に、職員給について、総括的にご説明申し上げますの

で、議案資料１ページをお開きください。  

       この資料では、一般会計の目ごとと特別会計ごとの配置職員数それぞれの増減

理由と総人件費をお示ししております。１行目の一般会計に属する職員数は、一

般職１２６人、再任用４人と嘱託臨時職８８人の合計２１８人、下から２行目に

なります全会計では、一般職１５０人、再任用４人、嘱託臨時職９２人の合計２

４６人であります。前年度と比較して６人減となっております。６人の減となり

ました主な要因は、正規職員の退職によるものであります。人件費総額では、前

年度比較で２，０７７万７，０００円の減となります。正規職員が退職等により

６名減となることなどにより、給料が１，９６５万１，０００円の減、昇級、人

事院勧告等の影響により、期末勤勉手当で４３２万２，０００円の増、県共済負

担金は退職手当組合の掛け率の引き下げにより９１１万５，０００円の減、共済

組合負担金が負担率の変更により６２２万５，０００円の増となります。なお、

全会計の一般職に係る給与費明細書につきましては、議案資料２ページから３ペ

ージに添付しておりますので、審議の参考としてください。  

       それでは、歳出目ごとに説明申し上げますので、事項別明細書１０１、１０２

ページをお開きください。限られた時間でありますので、各目の予算額や目の概

要説明は省略させていただき、主要な事業の取り組み内容や新規事業の補足説明

を中心に申し上げます。  

       また、説明の内容では、町長からの冒頭の挨拶、各課重点事項と重複する部分

も多々ございますが、ご了承ください。議会費から順次説明を申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       歳入歳出についての説明は以上でございます。次は議案にお戻りください。  

       第２条は地方自治法第２１４条第１項の規定により、債務を負担することがで

きる事項、期間及び限度額は第２表に計上しておりますので、議案の５ページを

お開きください。  

       ごみ収集運搬委託事業Ｃは一般廃棄物収集運搬の一部区域の可燃ごみ収集、全

町の不燃ごみ収集業務について、平成３１年度から平成３２年度までの委託契約

を締結するに当たり、債務負担行為をお願いするもので、限度額は２，６００万

円としております。下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理事業等の合理化に関す

る特別措置法の関係においての橋本株式会社への委託が、平成３０年度で終了い

たします。議案資料２０ページ、２１ページにごみ収集業務内容等をお示しして

おりますので、ご参照ください。  

       第３条は、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方

債について、第３表に計上しておりますので、議案の６ページから８ページをご

らんください。歳入、地方債でご説明申し上げました額を、それぞれ目的ごとに

限度額として計上をしております。起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ

に記載のとおりとしております。  

       鑑に戻りまして、次に、議案の第４条でありますが、地方自治法第２３５条の

３第２項の規定による一時借入の最高額は１５億円といたします。  

       第５条は、歳出予算の流用でありますが、第１表に定めた各項の予算について、

地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、流用できる場合として、

各項に計上した給料、職員手当、共済費に係る予算額に過不足が生じた場合、同

一款内において、これらの経費を流用できるものとするものです。  

       以上、議案第１４号、平成３０年度一般会計予算の説明とさせていただきます。

よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上げます。  
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議    長  説明の途中でありますけれども、暫時休憩をさせていただきます。再開につき

ましては、午後２時１０分でお願いしたいと思います。  

◇ 

休憩 午後１時５５分  

再開 午後２時１０分  

◇ 

議    長  それでは、再開いたします。  

 

 日程第２１  議案第１５号  平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について  

 日程第２２  議案第１６号  平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について  

 日程第２３  議案第１７号  平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計予算について  

 

議    長  日程第２１、議案第１５号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計予

算についてから日程第２３、議案第１７号、平成３０年度福崎町介護保険事業特

別会計予算についてまでを一括議題といたします。各議案に対する詳細なる説明

を求めます。  

健康福祉課長  議案第１５号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について、

ご説明申し上げます。  

       歳入歳出予算の総額を、それぞれ１９億７，８３０万円とするものです。また、

第２条は、一時借入金の総額を８，０００万円と定めるものです。  

       議案第１５号資料１ページから７ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。  

       資料１ページをお願いいたします。平成３０年度の予算編成方針です。６行目

からになりますが、町長が所信表明でも申し上げましたように、制度の改善と国

民皆保険体制の安定化を図るため、国は兵庫県が財政運営の責任主体として、事

業運営の中心的な役割を担うよう、制度創設以来の大きな改正を行います。町で

は、資格管理や保険給付、保険税の賦課徴収、保健事業等、地域におけるきめ細

やかな事業を引き続き行います。また、保険税の算定については、資産割を廃止

し、４方式から３方式へ完全に移行します。  

       平成３０年度の主な改正点は、課税限度額の見直しが行われます。また、昨年

に引き続き、低所得者に対する軽減措置を拡大し、２割、５割軽減の対象となる

所得基準額の引き上げを行います。あわせて７０歳以上の高額療養費に係る自己

負担限度額の見直し等を行います。また、来年度からは兵庫県が財政運営を担う

ようになることから、予算科目が大きく変更となります。  

       資料４ページの歳出をごらんいただきますと、保険給付費、国保事業費納付金

の二つ、３ページの歳入をごらんいただきますと、保険税、県支出金、繰入金の

三つが科目の柱になってきます。県から入ってくる公費と、繰入金を除く額を保

険税で集めるという形になります。これら新制度に対応するよう、医療費及び被

保険者の動向等を考慮し、積算をいたしました。  

       歳出面において、その大部分を占める保険給付費は、被保険者数４，０８０人

を見込み、過去３年間における給付状況、対前年の伸び率等を勘案し、兵庫県か

ら示された額を科目ごとに配分をいたしました。療養給付費は、一般分で前年度

当初予算比０．３％増の１１億７，０００万円、退職分では、対象者の減少によ

り、前年度当初予算比６０．５％減の７９０万円を見込みました。県からの指示

額で計１３億７，５２９万円を組んでおりますが、今後はほとんど全ての保険給

付費を交付金で受け入れることになり、年度途中で医療費がどれだけ伸びようと、
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その財源は保障されるというところが、これまでと異なる点となります。  

       保健事業費は、第３期特定健康診査等実施計画に基づき、特定健康診査、特定

保健指導を実施し、健診受診率向上に努めるとともに、第２期データヘルス計画

に沿った効率的な保健事業を実施いたします。  

       国民健康保険事業費納付金については、兵庫県から示された額を医療分、後期

分、介護分に区分して措置しております。  

       次に、歳入の保険税に関してですが、県から示された標準保険料率を参考に、

税負担の急激な増加を抑制するよう考慮し、適正な税率設定を行います。現年度

分については、医療支援介護分を収納率９４％、３億６，１７０万円と見込んで

おります。ただしこの税額につきましては、あくまでも予算積算のための仮の税

額であり、５月に所得が確定した後に見直しを行います。  

       県支出金につきましては、それぞれ示された額を措置しております。  

       また、国保財政調整基金から１，５００万円を繰り入れ、制度改正に伴う税負

担の激変緩和をはかります。  

       なお、資料７ページには税率試算案をお示ししておりますが、制度改正の初年

度であり、まだまだ不透明な要素もあるため、５月の税率本算定時には、情報を

十分把握し、適切な額を設定いたします。  

       第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書で、ご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第１６号、平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計

予算について、ご説明申し上げます。  

       歳入歳出予算の総額を、それぞれ２億５，３６０万円と定めるものです。  

       議案第１６号資料１ページから４ページにお示ししておりますので、ご参照く

ださい。  

       まず、資料１ページ、当初予算案をごらんください。この特別会計の歳入は、

兵庫県広域連合が賦課する保険料の徴収と、保険料軽減分を県と町で公費負担す

る保険基盤安定負担金及び職員給与費と事務費をともに一般会計から繰り入れる

ものです。  

       歳出は、一般管理費の職員給与等と保険料徴収事務経費及び保険基盤安定負担

金と保険料を合わせて、広域連合に納付するものです。  

       資料２ページをお願いいたします。７５歳以上が加入する後期高齢者医療の保

険料率の改定です。診療報酬の改定とあわせて、２年に１度改定されます。平成

３０、３１年度の保険料率は、均等割額が年額４万８，２９７円から４万８，８

５５円に、５５８円の改定増となり、所得割率は１０．１７％に据え置かれます。

保険料上昇抑制のため、前年度までの剰余金を積み立てた給付費準備基金９６億

４，０００万円を全額活用し、１人当たり平均年保険料を４，９１８円軽減し、

現行の７万９，９７９円から８万８５円に１０６円、０．１３％の増額となりま

す。 

       資料４ページをお願いいたします。広域連合では２年間平均で１人当たり給付

費を９５万９，２１２円と見込み、被保険者数は兵庫県全体で７７万７，７３９

人として、保険料を算定しています。  

       第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で説明を終わります。  

       続きまして、議案第１７号、平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計予算に
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ついて、ご説明申し上げます。  

       歳入歳出予算の総額を、それぞれ１６億４，３５０万円と定めるものです。 

       議案第１７号資料１ページから５ページにお示しをしておりますので、ご参照

ください。  

       資料１ページをお願いいたします。平成３０年度は、第７期事業計画の初年度

となり、介護保険制度が施行され１９年目を迎え、サービス給付費も年々増加し

ています。第６期に引き続き、介護予防対策の推進、サービス提供体制の充実を

図り、安心して安定的にサービスが利用できるよう努めてまいります。  

       平成３０年度の主な改正点は、第７期保険料を第６期月額基準額５，２４０円

から、１０．３％増の５，７８０円と算出しました。６５歳以上の第１号被保険

者の給付負担率が２２％から２３％へ１％増となります。保険料所得段階は、第

６期に引き続き、１０段階とすることで、所得水準に応じて、細やかな保険料設

定としています。  

       また、平成３０年８月から、利用者の自己負担割合２割の方で、特に所得の高

い層の負担割合が３割となります。平成３０年度の予算編成は、これらの制度改

正を勘案し、積算しました。  

       歳出では、事業計画の被保険者数５，４４８人を見込み、要介護認定者数は８

９５人を見込んでいます。サービス給付費は平成２９年度決算見込及び報酬改定

分等を見込み、１４億８，５７０万円、対前年度当初予算比９６．９％を計上し

ています。地域支援事業費では、介護予防事業の効果的な推進のため、要支援者

等の自立支援、重度化防止を目的に、専門職による地域ケア会議を開催します。

保健師等、人件費を合わせ、８，６００万円を計上しています。  

       歳入においては、所得段階第１段階の保険料を０．０５％軽減し、低所得者保

険料軽減負担金として、国、県、町がそれぞれの割合で負担します。町は一般会

計から２３０万８，０００円を繰り入れます。国、県等の負担金は、歳出に見合

うルール分を計上いたしました。  

       第１表歳入歳出予算は、事項別明細書により、説明いたします。  

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略）  

       以上で、議案第１５号から第１７号までの説明を終わります。３議案ともご審

議賜り、ご賛同くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 

    日程第２４  議案第１８号  平成３０年度福崎町水道事業会計予算について  

    日程第２５  議案第１９号  平成３０年度福崎町工業用水道事業会計予算について  

    日程第２６  議案第２０号  平成３０年度福崎町下水道事業会計予算について  

 

議    長  日程第２４、議案第１８号、平成３０年度福崎町水道事業会計予算についてか

ら、日程第２６、議案第２０号、平成３０年度福崎町下水道事業会計予算につい

てまでを一括議題といたします。各議案に対する詳細なる説明を求めます。  

公営企業参事  まず、議案第１８号、平成３０年度福崎町水道事業会計予算について、ご説明

申し上げます。  

       議案の次のページをごらんください。第２条、業務の予定量につきましては、

給水戸数７，９００戸で前年度比１．３％増、年間給水量は２４８万２，０００

立方メートル、前年度比で１．５％増で、１日平均給水量を６，８００立方メー

トルとしております。  

       主な建設改良事業は、福崎工業団地配水池更新事業、福崎企業団地舗装本復旧

事業、町道西治西谷線、西谷川水管橋敷設替事業、福崎駅周辺整備に伴う配水管
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布設事業などを予定しております。  

       議案第１８号資料９ページには位置図、１０ページ、１１ページには工業団地

配水池の計画図を添付しておりますので、ご参照ください。  

       第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の水道事業収益が４億５，７３

０万円で、前年度比３．１％の増、支出の水道事業費用は４億２，５１０万円で、

前年度比０．５％の減としております  

       第４条の資本的収入及び支出は２ページをごらんください。資本的収入は１億

２，０９０万円、資本的支出は４億７，６００万円としており、前年度との比較

では、工業団地配水池更新事業の計上により、収入、支出とも大きく増加してお

ります。  

       なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３億５，５１０万円に

つきましては、１ページ括弧書きに記載のとおり、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額３，１７７万９，０００万と過年度損益勘定留保資金６，３

８０万５，０００円、建設改良積立金取崩額２億５，９５１万６，０００円で補

填するものとしております。  

       ２ページの第５条につきましては一時借入金の限度額、第６条は予定支出の各

項の経費の金額の流用、第７条は議会の議決を経なければ流用することができな

い経費、第８条は他会計からの補助金、第９条は棚卸資産購入限度額について、

それぞれ記載のとおり定めるものでございます。 

       次に予算の内容につきまして、全会計を冊子にしております予算に関する説明

書、水道事業会計のほうをごらんください。  

       水道事業会計の１ページ、２ページが実施計画となります。この明細につきま

して、１７ページ以降に添付しておりますので、明細書のほうで説明をさせてい

ただきます。  

       まず、収益的収入及び支出の支出から説明いたしますので、１８ページをごら

んください。支出は営業費用が４億１，１９８万円で、原水及び浄水費、１９ペ

ージの配水及び給水費、２０ページの総係費など、維持管理に要する経費や減価

償却費、資産減耗費などを計上しております。総係費では、１１節委託料で、水

道事業ビジョン及び経営戦略策定業務に取り組んでまいります。  

       ２１ページ、営業外費用の１，３１２万円につきましては、支払利息や漏水還

付金などでございます。  

       次に、１７ページにお戻りください。収入は、営業収益が３億２，８２７万４，

０００円、うち水道料金は工業団地企業による使用料の増から若干伸びを見込み

まして３億１，８００万円としております。営業外収益は１億２，９０１万６，

０００円、主なものは長期前受金戻入が１億２１万２，０００円、建設改良事業

の増により発生します消費税還付金が１，６７４万２，０００円などとしており

ます。  

       次に、資本的収入及び支出であります。２３ページの支出から説明を申し上げ

ますので、２３ページをお開きください。  

       建設改良費は、冒頭の業務の予定量に記載しております事業などで、４億５，

５６２万円、固定資産購入費は配水池更新に必要な用地取得費及び軽自動車や検

針員バイクの購入費であります。  

       企業債償還金は１，８１０万円を計上しております。  

       ２２ページにお戻りください。資本的収入では、工業団地配水池整備に伴う一

般会計出資金９，２５０万円、国庫補助金１，８８２万２，０００円、その他工

事負担金などを見込んでおります。  
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       なお、議案第１８号資料では、節ごとの積算内訳を添付しておりますので、ご

参照ください。  

       予算に関するその他の説明資料としましては、３ページが予定キャッシュフロ

ー計算書でございます。この最下段、資金の期末残高につきましては、建設改良

事業の補塡に、建設改良積立金を取り崩すため、２億１，８００万円の減少を見

込んでおります。  

       次の４ページから６ページは給与費明細書、８ページは、平成２９年度の予定

損益計算書、９ページからは、平成２９年度末の予定貸借対照表、１３ページか

らは、平成３０年度末の予定貸借対照表をお示しをしておりますので、それぞれ

ご参照ください。  

       以上、議案第１８号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第１９号、平成３０年度福崎町工業用水道事業会計予算につ

いてご説明申し上げます。  

       議案の次のページをごらんください。第２条の業務の予定量は、給水事業所数

は３０事業所で前年度と同数、年間給水量５８万８，６００立方メートルで０．

８％増を見込んでおりまして、１日平均給水量１，６１０立方メートルとしてお

ります。主な建設改良事業は、福崎企業団地舗装本復旧事業を予定しております。  

       第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の工業用水道事業収益が４，９

４０万円で、前年度比０．２％の増、支出の工業用水道事業費用は４，８２０万

円で、前年度比２．６％の増を見込んでおります。  

       第４条の資本的収入及び支出は２ページになりますが、資本的収入はなく、資

本的支出を５６０万円計上しておりまして、３９％の減を見込んでおります。な

お、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額５６０万円につきましては、

１ページ括弧書きに記載のとおり、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額３８万２，０００円と、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２

３万７，０００円、過年度分損益勘定留保資金４９８万１，０００円で補填する

ものとしております。  

       次の２ページ、第５条につきましては一時借入金の限度額、第６条は予定支出

の各項の経費の金額の流用、第７条は議会の議決を経なければ流用することがで

きない経費について、それぞれ記載のとおり定めるものでございます。 

       次に予算の内容につきまして、説明させていただきます。  

       予算に関する説明書の工業用水道事業会計１ページ、２ページをお開きくださ

い。こちらが実施計画となりますが、説明につきましては、１７ページ以降の明

細のほうで説明させていただきます。  

       まず、収益的収入及び支出であります。支出から説明させ申し上げますので、

１８ページをお開きください。  

       支出は営業費用が４，５３０万６，０００円で、送水及び排水費、１９ページ

の受託工事費、減価償却費を計上しております。営業外費用は２８９万４，００

０円で、支払利息や消費税納付金を計上しております。  

       次に、１７ページにお戻りください。収入でございます。営業収益は３，５０

０万円で、水道料金は当初予算比０．６％増の３，４６０万円を計上しておりま

す。営業外収益は１，４４０万円で、長期前受金戻入が主な収入となってまいり

ます。  

       続きまして、資本的収入及び支出です。２１ページの支出からごらんください。

資本的支出は企業団地舗装本復旧に係る建設改良費３２０万円と企業債償還金２

４０万円を計上しております。  
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       なお、議案第１９号資料では、節ごとの積算内訳を添付しておりますので、ご

参照ください。  

       予算に関するその他の説明資料としましては、３ページが予定キャッシュフロ

ー計算書、４ページから６ページが給与費明細書、８ページが平成２９年度の予

定損益計算書、９ページからは平成２９年度末の予定貸借対照表、１３ページか

らは平成３０年度末の予定貸借対照表をお示しをしております。それぞれご参照

ください。  

       以上、議案第１９号の説明とさせていただきます。  

       続きまして、議案第２０号、平成３０年度福崎町下水道事業会計予算について、

ご説明申し上げます。  

       議案の次のページをお開きください。第２条に定めた業務の予定量につきまし

ては、接続件数５，４００件、前年度比１．９％の増、年間総処理水量２３３万

立方メートル、１日平均処理水量６，３８４立方メートルとしております。  

       主な建設改良事業は、福崎工業団地舗装本復旧事業、公共下水道ストックマネ

ジメント事業、コミュニティプラント公共下水道統合事業、浸水対策では、川す

そ雨水幹線整備事業などを予定しております。議案第２０号資料の８ページ、９

ページには位置図、１０ページにはコミプラ統合事業の概要を添付しております

ので、ご参照ください。  

       第３条は収益的収入及び支出であります。下水道事業収益は１０億８，９８０

万円で、前年度比０．６％の減、下水道事業費用は１０億７，１００万円で、前

年度比０．５％の増としております。  

       また、平成２９年度補正予算と同様、下水道事業基金の取り崩しは減価償却費

及び支払利息に充て、受取利息及び他会計補助金を基金に積み立てるため、３条

に補記をしております。  

       第４条は、資本的収入及び支出で、２ページのとおり、資本的収入につきまし

ては、４億９，０７０万円、前年度比で２２．５％の増、資本的支出は８億８，

１７０万円で、前年度比２２．９％の増を見込んでおります。  

       なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３億９，１００万円は、

１ページ括弧書きに記載のとおり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額７２３万８，０００円、及び過年度分損益勘定留保資金５，８８８万円、当

年度分損益勘定留保資金３億２，４８８万２，０００円で補填するものとしてお

ります。  

       第５条につきましては、企業債の限度額で、本年度から資本費平準化債を借り

入れまして、一般会計からの繰入額低減を図ってまいります。第６条は一時借入

金の限度額、第７条は予定支出の各項の経費の金額の流用、第８条は議会の議決

を経なければ流用することができない経費、第９条は他会計からの補助金、第１

０条は棚卸資産購入限度額を、それぞれ記載のとおり定めるものでございます。  

       次に予算の内容につきまして、説明させていただきます。予算に関する説明書

の下水道事業会計をごらんください。  

       １ページ、２ページが実施計画でございますが、説明につきましては、２０ペ

ージ以降の明細書でさせていただきます。  

       収益的収入及び支出の支出から説明いたしますので、２１ページをお開きくだ

さい。下水道事業費用は、営業費用が８億６，４３４万円で、管渠費、ポンプ場

費、処理場費などの維持管理に要する費用や、２２ページ、業務費、総係費など

の事務処理費用、それから、２３ページ、減価償却費を計上しております。  

       営業外費用は２億６６６万円で、支払利息や消費税納付金等を計上しておりま
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す。 

       次に収入でございます。戻っていただきまして、２０ページをお開きください。

上段、下水道事業収益は、営業収益が３億７，６０３万円で、下水道使用料は工

業団地事業所の接続が順調に進んでいることから、当初予算比では４．９％増の

３億５，３４６万円を見込んでおります。一般会計からの繰り入れにつきまして

は、総務省の繰出基準に基づく経費に対するものを負担金、基準外の経費に対す

るものを補助金として営業収益それから営業外収益で受け入れております。  

       また、特別利益としまして、２，５００万円を受け入れまして、繰越欠損金の

解消を図ります。  

       続きまして、資本的収入及び支出であります。支出から説明をいたしますので、

２５ページをお開きください。  

       資本的支出の建設改良費は３億５，６５２万８，０００円で、業務の予定量で

説明申し上げました各事業費、それから事務費、人件費を管路整備費及び管路整

備費の雨水、処理場改良費として、それぞれ計上をしております。  

       また、企業債償還金は前年度比２，７０４万４，０００円増の５億２，４６４

万５，０００円を計上しております。  

       次に収入であります。２４ページにお戻りください。  

       資本的収入は建設改良事業に係る企業債や国庫補助金、新規ます設置に伴う各

負担金を計上するとともに、一般会計からの繰り入れについては、資本費平準化

債を借り入れてなお不足する額を出資金で受け入れております。  

       議案第２０号資料につきましては、節ごとの積算内訳も添付しておりますので、

あわせてご参照ください。  

       その他の予算に関する説明書につきましては、３ページが予定キャッシュフロ

ー計算書、４ページから６ページが給与費明細書、８ページからは平成２９年度

の予定損益計算書、９ページからは平成２９年度末の予定貸借対照表、１５ペー

ジからは平成３０年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれ

ご参照ください。  

       以上、議案第２０号の説明とさせていただきます。３議案ともよろしくご審議

賜り、ご賛同いただきますよう、お願いを申し上げます。  

 

日程第２７ 議案第２１号 福崎町道路線の廃止及び認定について  

 

議    長  日程第２７、議案第２１号、福崎町道路線の廃止及び認定についてを議題とい

たします。本議案に対する詳細なる説明を求めます。  

まちづくり課長 議案第２１号、福崎町道路線の廃止及び認定について、ご説明を申し上げま

す。 

       当議案は、道路法第１０条第３項及び第８条第２項の規定により、福崎町道路

線を別紙のとおり廃止及び認定することについて、議会の議決を求めるものです。  

       西治地区のほ場整備事業の完了によりまして、ほ場整備に伴い廃止した町道に

対応する路線の振り替え路線等として、３本の路線を廃止し、５本の路線を認定

いたします。  

       また、大門、町道大門石引線につきましては、道路形状や利用実態に合わせた

道路区域の変更に伴う路線の整理を行うため、２本の路線を廃止し、３本の路線

を認定いたします。  

       さらに、現在整備を進めております辻川界隈の道路整備事業において、現在の

町道辻川田尻線ほかを廃止し、新たに辻川界隈線として認定をしようとするもの
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です。  

       議案の次のページをごらんください。廃止する路線は、２級２３５１号線ほか

６路線、さらに次のページの、認定する路線は、３級４４９号線ほか８路線とな

ります。それぞれの路線の位置等につきましては、議案第２１号資料１ページ左

側をごらんください。  

       西治地区のほ場整備関連では、廃止する路線は２級２３５１号線、起点は西治

字後家屋敷筋２４４番４地先から、終点は西治字後家屋敷筋２５６番１地先まで、

延長は１４６．８７メートル、幅員は５．８メートルから７．８メートルです。  

       廃止する２本目は、４級７６５号線、起点は西治字下代ノ下モ６８６番１地先

から、終点は西治字下代ノ下モ７０６番地先まで、延長は５５．９２メートル、

幅員は２．２メートルから２．７メートルです。  

       ３本目は、４級７６６号線、起点は西治字茶ノ木筋２００番１地先から、終点

は西治字下河原１９７番１地先まで、延長は１６８．９６メートル、幅員は３．

８メートルから４．９メートルです。  

       次に、認定する路線でございますが、資料１ページの右側をごらんください。  

       １本目は、３級４４９号線です。起点は西治字後家屋敷筋２４４番４地先から、

終点は西治字後家屋敷筋２６９１番１地先まで、延長は２１８．６４メートル、

幅員は５メートルから７．８メートルです。  

       ２本目は３級３７４号線です。起点は西治字江橋２７１４番地先から、終点は

西治字下新田２５８７番地先まで、延長は７９４．５１メートル、幅員は３．４

メートルから９．７メートルです。  

       ３路線目は、４級７６６号線です。起点は西治字茶ノ木筋２００番１地先から、

終点は西治字下河原２６２１番地先まで、延長は２７５．７０メートル、幅員は

３．８メートルから５．３メートルです。  

       ４路線目は、４級７６５号線です。起点は西治字下代ノ下モ６８６番１地先か

ら、終点は西治字下河原２６０４番地先まで、延長は４５５．８７メートル、幅

員は２．２メートルから５．９メートルです。  

       ５路線目は、４級９１７号線です。起点は西治字中新田２５２２番地先から、

終点は西治字下河原２５９２番地先まで、延長は１１７．８５メートル、幅員は

３メートルから６．２メートルとなります。  

       続きまして、資料の２ページをごらんください。町道大門石引線は、加治谷の

悟真院の南から、林道笠形線までをつなぐ２級町道ですが、亀坪中池の堤防南下

を通る道路線からさらに南側のほ場整備で整備をいたしました農道を通る道路線

に区域変更を行いました。資料２ページの左側の図面で申し上げますと、図面の

下側当たりに薄い破線で示しておる道路線が、道路区域変更前の２級町道大門石

引線となります。そしてその下の薄い実線が変更後の大門石引線となります。こ

の道路区域の変更によりまして、町道の格付がなくなった亀坪中池の南側堤防下

の区間の整理を行います。  

       廃止する路線につきましては、２級１１６号線、基点は東田原字早戸２２０７

番地先から、終点は東田原字早戸２２０３番地先まで、延長は７０．４４メート

ル、幅員は２．９メートルから５．２メートルです。  

       ２路線目は、２級亀坪池線、基点は東田原字早戸２２０３番地先から、終点は

東田原字森本、２３１６番２地先まで、延長は４９８．７４メートル、幅員は３．

２メートルから６．５メートルです。  

       次に、認定する路線でございます。  

       資料２ページの右側をごらんください。１路線目は３級４５０号線です。起点
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は東田原字早戸２２１７番３地先から、終点は東田原字早戸２２０３番地先まで、

延長は１４６．２４メートル、幅員は２．９メートルから５．２メートルです。  

       ２路線目は２級亀坪池線です。起点は大貫字池ノ尻２７３５番３地先から、終

点は東田原字森本２３１６番２地先まで、延長は６１６．０２メートル、幅員は

３．２メートルから６．５メートルです。  

       ３路線目は、４級９１８号線です。起点は東田原字早戸２２０７番地先から、

終点は東田原字早戸２２０４番１地先まで、延長は６８．８１メートル、幅員は

４メートルから４．８メートルです。  

       続きまして、資料の３ページをごらんください。辻川界隈の整備の一環といた

しまして、都市再生整備計画事業により、辻川界隈駐車場南の大門福田線を町民

第一グラウンド線まで延伸するため、現在、用地買収交渉を行っております。税

務署との協議によりまして、公共事業による税の減免を受けるためには、あらか

じめ計画道路の道路認定が必要となったため、議決をお願いするものです。  

       廃止する路線は、１級辻川田尻線、起点は西田原字裏畑１４７６番８地先から、

終点は西田原字下大明寺１０４９番１地先まで、延長は２４１．５１メートル、

幅員は１１．９メートルから１４．５メートルです。  

       ２路線目は、１級大門福田線です。起点は西田原字上阪１０９６番１地先から、

終点は西田原字下大明寺１０４９番１地先まで、延長は５８．８６メートル、幅

員は１６メートルです。  

       次に、認定する路線でございます。資料４ページをごらんください。１級辻川

界隈線です。起点は西田原字裏畑１４７４番地先から、終点は西田原字西廣岡１

０２０番２地先まで、延長は４１５．０７メートル、幅員は１０．９メートルか

ら３０メートルです。  

       以上、議案第２１号、福崎町道路線の廃止及び認定についての提案説明とさせ

ていただきます。よろしくご審議を賜り、ご賛同賜りますようお願いいたします。  

 

日程第２８  議案第２２号  教育長の任命について  

 

議    長  日程第２８、議案第２２号、教育長の任命についてを議題といたします。本案

に対する詳細なる説明を求めます。  

町    長  議案第２２号、教育長の任命について、ご説明申し上げます。  

       教育長の任命は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、町長である私が議会の同意を得て行います。  

       教育委員会は、教育長と４名の教育委員で組織されておりまして、教育長は教

育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表します。教育長の任期は３年であり

ます。  

       議案第２２号は、現教育長の髙寄十郎氏が本年３月３１日で任期満了となり、

再任をお願いいたしたく、議会の同意を求めるものであります。  

       それでは、髙寄氏の経歴を紹介させていただきます。お手元の経歴をごらんく

ださい。住所は福崎町福田７４７番地２、昭和２３年４月２７日生まれで、現在

６９歳であります。最終学歴は昭和４６年３月に日本体育大学体育学部を卒業さ

れ、職歴は昭和４６年４月に福崎町立福崎中学校教諭を振り出しとして、中学校

教育に３５年間、小学校教育に３年間、心身ともに健全な児童生徒の育成に尽力

され、うち教頭５年間、校長１２年間は管理職として、学校経営の充実発展に取

り組んでこられました。  

       平成２１年１２月から、教育委員に任命され、教育長として豊富な経験と知識
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を生かし、福崎町の教育の推進に取り組んでいただき、現在に至っています。  

       髙寄氏は、誠実で人望も厚く、教育の専門家としての知識を備えており、教育

長として、福崎町教育のさらなる充実、発展に取り組んでいただけるものと確信

しております。  

       審議の参考にしていただくために、議案第２２号資料に、髙寄氏の「わたしの

抱負」をお示ししていますので、ご参照していただき、ご賛同いただきますよう、

よろしくお願いいたします。  

議    長  以上で、本定例会１日目の日程は終わりました。  

       なお、次の定例会２日目は３月６日（火）午前９時３０分から再開いたします。  

       それでは、本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでございました。  

 

散会 午後３時１０分  

 

 

 

 

 

 


